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第１章 実施計画の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 計画策定の趣旨 

   

 この計画は、日出町総合計画に掲げる「住むことに喜びを感じるまち～安心して暮

らせて活力が実感できるまちづくり～」の実現をめざし、基本構想、基本計画で体系

化した施策を具体的に実施していくために策定するものです。 

 また、この計画は、日出町総合計画に定められた政策・施策を推進するために必要

となる事務事業について、行政評価の結果を十分に踏まえて具体的に示すもので、毎

年度の予算編成や事業実施の指針となるものです。 

 

 

 

２ 計画登載事業の説明 

 

 この計画の登載対象事業は、第５次日出町総合計画後期基本計画（2021～2025）に

掲げている施策の基本方針に基づく主要な事業のうち、次に掲げる事務事業とします。 

 ○政策的事業のうち、すべてのソフト事業及び事業費５００万円以上のハード事業

で、且つ令和６年度も継続実施する事業、又は令和６年度に新規及び拡充実施す

る事業 

 注１）ソフト事業のうち義務的事業（法定業務や職員給与事務、選挙事務、内部管理事務

など行政評価の対象とならない事業）は、本計画の対象外とします。 

 注２）実施計画の査定を経ていない事業は、やむを得ない場合を除き、当初予算の要求は

できません。 

 注３）計画登載事業であっても、財政状況等により、その実施を見直す場合もあります。 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
（H28） （H29） （H30） （R1） （R2） （R3） （R4） （R5） （R6） （R7）

基本構想（１０年間）

基本計画（前期５年間） 基本計画（後期５年間）

実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画 実施計画

予算編成 予算編成 予算編成 予算編成予算編成 予算編成 予算編成 予算編成 予算編成 予算編成

行政評価の結果に基づき、次年度の実施計画が策定されます。



３ 政策・施策の体系 
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6

防災・防犯

安全・安心な生活を守る
まちをつくる

産業振興

産業振興により活力ある
まちをつくる

自然・生活環境

自然と都市機能が調和し
たまちをつくる

健康づくりの推進

地域福祉の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

健康・福祉

健やかで安らかに暮らせ
るまちをつくる

3

2

1

5

1

2

3

4

安全な暮らしの推進

消防・救急体制の充実3

2

1

4

商工業の振興

農林業の振興

1

2

子育て支援の充実

学校・園教育の充実

教育環境の充実

生涯学習・社会教育の推進

芸術・文化・スポーツの推進

防災・減災対策の推進

5 企業誘致と雇用の創出

観光の振興4

水産業の振興3

3 汚水処理の推進

2 良質な水道水の安定供給

生活・自然環境の保全1

町民とともに創る持続可能なまち
づくり

人権を尊重する社会づくり1

5 公共交通の充実

4
快適な都市機能の充実と景観まち
づくりの推進

3 戦略的な情報発信

2 持続可能な財政運営

1 効率的で効果的な行政運営

3 移住・定住施策の推進

2

人権・協働

人のつながりを大切にす
るまちをつくる

行財政運営

生活に役立ち信頼される
行政をつくる

教育・文化

未来に続く人と文化を育
むまちをつくる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 令和６年度の重点施策 
 

  



１ 令和６年度の重点施策 

 

 令和５年度（令和４年度分）行政評価の評価結果を元として、総合計画の重点戦略

に掲げられている重点プロジェクトの進捗に遅れが出ている施策、又は、社会情勢等

の急激な変化により浮き彫りとなった喫緊の課題に対応するための施策等に対して、

予算や人員等の限られた経営資源を効率的及び効果的に適正配分することで、まちの

将来像「住むことに喜びを感じるまち」を実現することを目的として、下表の施策を

令和６年度の重点施策に位置付けることとします。 

 

政 策 施 策 基本事業 

１ 健康・福祉 ５ 子育て支援の充実 

２ 母子保健・福祉の充実 

３ 保育サービスの充実 

４ 放課後の子どもの居場所づくり 

３ 防災・防犯 １ 防災・減災対策の推進 ３ 災害対応・体制の構築・整備 

４ 産業振興  ５ 企業誘致と雇用の創出 １ 企業誘致の推進 

７ 行財政運営 ２ 持続可能な財政運営 
１ 税収等による歳入確保 

３ 公共施設等のマネジメントの推進 

○ 新たな課題 ○ 新たな地域振興の推進 

○ 多様なステークホルダーとの共創 

○ デジタル社会実装の推進 

○ 地域脱炭素の実現 

 

 

（１）子育て支援の充実 

これまで、子ども医療費助成の拡大や保育所・放課後児童クラブの整備、また、

日出町奨学金の創設など、若者・子育て世代に選ばれるまちづくりを進めてきま

した。 

令和６年度も継続して待機児童の解消や放課後の子どもの居場所づくりなどに

取り組むとともに、相談窓口を一元化することで、妊娠期から最適なサービスを

得ることができる、子育てしやすい環境を整えます。 

   ［主な事業・取組み］ 

○ 子ども医療費助成事業     ○ 日出町奨学金支給事業 

    ○ 小中学校就学用品等支援事業  ○ こども家庭センターの設置 

    ○ 利用者支援事業        ○ 保育所等緊急整備事業 

    ○ 放課後児童健全育成事業 

 

 

 



（２）防災・減災対策の推進 

   近年、気候変動による大雨等が頻発し、洪水浸水想定区域の指定対象河川でな

い中小河川においても浸水被害が発生しています。 

令和６年度は、今後も発生が予想される大雨等による内水氾濫に対して、防災・

減災対策を推進するとともに、内水リスク情報を適時、的確に伝達し、町民の適

切な避難行動を促します。 

   ［主な事業・取組み］ 

○ 防災行政無線整備工事     ○ 防災放送アプリ導入事業 

○ 雨水出水浸水想定区域図作成  ○ 避難行動要支援個別支援計画作成 

 

 

（３）企業誘致と雇用の創出 

   令和元年度実施のまちづくりに関するアンケートにおいて、産業振興では企業

誘致を求める町民の声が多くありましたが、昨今の新型コロナウイルス感染症の

蔓延の影響もあり、思うように企業誘致が進んでいない状況にあります。 

   令和６年度は、希望が叶い持続的に稼げるしごとづくりを目指して、川崎工業

団地や民間の用地・施設を活用した企業誘致を推進するとともに、雇用の創出を

図ります。 

   ［主な事業・取組み］ 

○ 企業立地推進事業       ○ 立地意向調査委託事業 

○ 川崎工業団地造成事業 

 

 

（４）持続可能な財政運営 

   町は、人口減少、少子高齢社会に対応し、将来の世代に負担を先送りすること

のないよう、将来にわたって持続可能な財政運営を推進する必要があります。 

令和６年度は、新たな歳入の確保を目指し、企業版ふるさと納税を推進すると

ともに、公共施設での持続可能な町民サービスの実現に向け、個別施設計画を策

定し、ライフサイクルコストの平準化を図ることで、ＰＦＩ事業及びパークＰＦ

Ｉ事業の導入も含め、公共施設マネジメントを推進します。 

［主な事業・取組み］ 

○ 企業版ふるさと納税マッチング支援事業 

○ 町営青津山住宅建替整備事業  ○ 川崎小学校長寿命化事業 

○ 社会教育施設長寿命化事業   ○ 豊岡公園整備事業 

 

 



（５）新たな地域振興の推進 

   近年、急速に大きく変化している社会情勢に対応するために、地域コミュニテ

ィの希薄化等、これまで地域が抱えてきた地域課題を解決するとともに、未来に

向けて、地域の個性や魅力を生かした地域ビジョンの再構築を推進する必要があ

ります。 

   令和６年度は、地域コミュニティの活性化と未来を見据えた持続可能な地域づ

くりを目指して、多様なステークホルダーとの地域共創、誰もが便利に暮らせる

デジタル社会実装の推進、美しい自然を未来に繋げる地域脱炭素の推進を図りま

す。 

［主な事業・取組み］ 

○ 産官学金の連携による地域課題の解決と新たな地域価値の創造 

（大分銀行等との地域創造連携協力に関する協定締結済、立命館アジア太平洋大

学との産官学連携協働協力協定締結済、別府大学等との相互協力協定締結済） 

○ ふるさとまつり等地域イベントの振興 

○ ＩＣＴ・ＡＩの利活用（キャッシュレス決済、書かない窓口など） 

○ ＥＶチャージングの設置とＥＶ車の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 令和６年度の新規・拡充事業 

 

（１）重点施策における新規・拡充事業 

※各事業の予算額は分野別実施計画に記載 

体 系 事 業 指 標 

１－５ 

子育て支援の充実 

（子育て支援課） 

【新規事業】保育所等緊急整備事業 

 

大神保育園の施設整備に係る費用の補助

を行い、定員数の増加を図る。 

待機児童数（R6年度

目標値：0 人） 

３－１ 

防災・減災対策の推進 

（総務課） 

【新規事業】防災放送アプリ導入事業 

 

防災行政無線と連携し、同じ内容の音声を

スマートフォン等に配信するシステムを

構築する。 

 

アプリ利用者数（R6

年度目標値：1,000

人） 

【新規事業】災害予防に関する事前伐採

事業 

 

近年の激甚化する災害において、倒木によ

る広範囲、長期間の停電が起きている。こ

れを未然に防止するため、九州電力送配電

(株)と連携し、電線近くで倒木の恐れのあ

る木々の伐採を行う。 

 

計画的に事業を実

施する 

３－１ 

防災・減災対策の推進 

（上下水道課） 

【新規事業】雨水出水浸水想定区域図作

成業務 

 

雨水に係る災害への対策のため、浸水想定

区域図を作成する。 

R7 年度までに作成

を完了させる 

４－５ 

企業誘致と雇用の創出 

（まちづくり推進課） 

【新規事業】川崎工業団地造成事業 

 

未造成となっている川崎工業団地北側用

地の造成・下水道管延伸工事を行う。整備

を行うことにより参入企業のスムーズな

開業につながり、今後の企業誘致の推進に

つながる。 

 

雇用創出数（R6年度

目標値：100 人） 



７－２ 

持続可能な財政運営 

（まちづくり推進課） 

（政策企画課） 

【新規事業】企業版ふるさと納税マッチ

ング支援事業 

 

企業版ふるさと納税を推進するため、「自

治体への寄附を考えている企業」と日出町

をマッチングする仲介事業者に業務を委

託する。 

企業版ふるさと納

税受入額（R6年度目

標値：年間 6,000 千

円） 

【拡充事業】文書広報費 

 

原材料費等の高騰によるコストの増加に

対応するため、事業費を拡充する。また、

公式ＬＩＮＥ管理アカウントの増設、ホー

ムページの多言語化など一部改修を実施

する。 

必要な町政情報を

得ることができて

いると思う人の割

合（R6 年度目標値：

95％） 

 

 

（２）その他の新規・拡充事業 

※各事業の予算額は分野別実施計画に記載 

体 系 事 業 指 標 

１－３ 

高齢者福祉の充実 

（介護福祉課） 

【拡充事業】高齢者見守り支援事業 

 

70 歳以上の高齢者のみの世帯等に携帯型

の緊急通報装置を貸与することにより、体

調不良や事故等の緊急時に 24 時間対応で

きる体制の整備を行う。 

サービス利用世帯

数（R6 年度目標値：

100 世帯） 

４－２ 

農林業の振興 

（農林水産課） 

【拡充事業】大分県産地が取り組むファ

ーマーズスクール等支援事業 

 

後継者不足が深刻化するハウスミカン栽

培を振興するため、町内生産者の下で就農

希望者への研修を実施し、担い手育成を図

る。研修終了後に生産設備の整備に対する

支援を実施するため事業費を拡充する。 

認定農業者新規認

定件数（R7年度目標

値：累計 10 件） 

【新規事業】後継牛能力向上対策事業 

 

酪農経営の基盤強化及び乳用後継牛の能

力向上を図るため実施する遺伝子検査（ゲ

ノム検査）に要する経費を助成する。 

乳牛の早期淘汰に

取組んだ経営体数

（R6年度目標値：年

間 3 経営体） 



【新規事業】地域計画策定事業 

 

従来の人・農地プランを法定化し、地域で

の話合いにより目指すべき将来の農地利

用の姿を明確化する地域計画を策定する。 

R7 年度までに耕作

面積の 90％をカバ

ーする地域計画を

策定する 

４－３ 

水産業の振興 

（農林水産課） 

【拡充事業】広域型増殖場中間育成事業 

 

マコガレイ中間育成施設の敷地内におい

て、取水用試掘ボーリング調査を実施す

る。マコガレイの生育に必要な低い水温の

地下水を確保することが目的である。 

かれい類の漁獲量

（R6 年度目標値：

4.0t） 

【新規事業】稚ナマコ生産技術開発事業 

 

ナマコの種苗生産・中間育成・放流技術を

開発し、その技術を漁業者と共に実践する

ことでナマコ漁獲量の増大を目指す。 

放流 1 年後のナマ

コの成長度合い（R7

年度目標値：10 ㎝） 

５－１ 

生活・自然環境の保全 

（住民生活課） 

【拡充事業】一般廃棄物処理対策事業 

 

危険ごみ（カセットボンベ、充電池等）の

分別収集を行うため、事業費を拡充する。 

町民 1人あたりの1

日あたりごみ排出

量（R6 年度目標値：

700g） 

７－１ 

効率的で効果的な 

行政運営 

（政策企画課） 

【拡充事業】ＤＸ推進事業費 

 

「日出町ＤＸ推進計画」に基づき、デジタ

ル化を推進することにより、住民の利便性

向上、職員の業務効率化を図る。新たな取

組を実施するため事業費を拡充する。 

電子化した行政手

続き数（R6年度目標

値：累計 110 件） 

【拡充事業】大分都市広域圏連携事業 

 

大分都市広域圏により運営している公共

施設予約システムの更新に伴う、負担金の

増額に対応するため、事業費を拡充する。 

R6 年度内に新しい

公共施設予約シス

テムの稼働を開始

する 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 分野別実施計画 
 



政策１ 【健康・福祉】 健やかで安らかに暮らせるまちをつくる 

１－１ 健康づくりの推進 

担当課：健康増進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

町民一人ひとりが、住み慣れた地域でその人らしく健康に過ごすことができる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

お達者年齢 
男性 81.0 歳 

女性 85.4 歳 

自分が「とても健康」「まあまあ健康」だと感じている町民の割合 70.0％ 

【指標の方向性】 

保健、医療、福祉、教育等の多様な関係機関との連携を深めながら、一貫した保健サービスを総合的に展開

することにより目標の達成をはかります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業１-1-1 地域における健康づくりや食育の推進 重点 P 

【めざす姿】 

高齢者だけでなく、すべての世代の町民が自分に合ったスポーツや健康づくりに関心をもち、実践されてい

る。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地域での健康づくり活動を行うボランティア養成数(年間) 330 人 

地域や職域における普及啓発回数（年間） 28 回 

20 歳の時の体重から 10 キロ以上増加している人の割合（削減目標） 33.5％ 

【指標の方向性】 

地域や関係団体などと連携しウォーキングや栄養教室など、地域での健康づくりや食育推進の活動を通して、

社会全体で健康づくりを支える取組や環境整備を支援します。 

 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

健康増進事業 継続 26,671 千円 

食育推進事業 継続 180 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

「第 2 次いきいき日出町健康・食育プラン」の最終評価を行い、国及び県の計画を参照しながら、次期日出町

健康・食育プランを策定します。 

 

 

基本事業 1-1-２ 食育の連携強化 

【めざす姿】 

「食」に関する知識と「食」を選択する能力を習得し、健全な食生活が実践されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

連携した関係部署や団体数（年間） 49 カ所 

食に関する普及啓発活動数（年間） 50 回以上 

【指標の方向性】 

多岐にわたる食育の取り組みは、関係部署や団体との連携を図り推進していきます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

食育推進プロジェクト『やさイート！』事業 継続 1,158 千円 

 

【令和 6 年度 取組方針】 

さらなる食育の連携強化を目指して、保育園や子ども園等や教育員会部局などへも働きかけを実施し連携

した部署や団体数の増加を図ります（49 箇所）。また、やさイート事業の成果物（オリジナルレシピやグッズ

等）を活用して、食に関する普及活動の増加も図ります（50 回以上）。 

 

 

基本事業 1-1-3 健診(検診)受診率の向上 

【めざす姿】 

健康意識が高まり健診（検診）を受けている人の割合が増加している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

健診受診率向上施策の取り組み回数（年間） 43 回 



過去 1 年間に健診や人間ドックを受けたことのある町民の割合 79.5％ 

特定健診受診率（国保） 44.0％ 

【指標の方向性】 

関係機関と連携して健診（検診）の必要性を周知・啓発を図り、要注意者には保健指導など生活習慣改善に

対する支援を行うことにより、達成を目指します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

がん検診推進事業 継続 725 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

健診受診率の向上には「特定健診」「がん検診」双方で医療との連携が必要です。特に医療受診中の方につい

てはかかりつけ医での健診の実施から重症化の予防につなげる必要があります。基本事業 6 の医療機関と

の連携強化とも合わせて取り組みを進めていきます。 

 

 

基本事業 1-1-4 生活習慣病予防対策の推進 

【めざす姿】 

健全な生活習慣を持っている町民の割合が増加している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

生活習慣病予防教室開催数及び参加者数 45 人／回 

特定保健指導実施率（国保） 53.4％ 

地域における健康相談実施数（年間） 20 回 

【指標の方向性】 

地域や関係機関と連携して広い取り組みを行うとともに、健康づくりに関する周知・啓発に取り組み、達成を

目指します。生活習慣の改善により生活習慣病にならないための取り組みを図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

令和５年度に国保のデータヘルス計画を策定し医療費分析から効果的な保健事業の分野を絞り込み病態別

の集団教育なども検討し実施していきます。 

 

 

基本事業 1-1-5 こころの健康づくりの推進 

【めざす姿】 

相談・支援体制が充実することで町民のこころの健康が保たれている。 

 

 



【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ゲートキーパー研修の受講者数（年間） 600 人 

こころの相談会の利用者数（年間） 70 人 

【指標の方向性】 

・悩み事を抱える人に語りかけ相手の話を傾聴する「ゲートキーパー」を数多く養成するため、関係機関との

連携、周知啓発の推進によって目標達成を図ります。 

・「こころの相談会」の定期開催に努め、併せて周知啓発に取り組むことで目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

自殺予防対策強化事業 継続 742 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

令和６年度に日出町自殺対策計画、健康食育プランの見直しを行うため具体的取り組みについて検討し実

施していきます。 

 

 

基本事業 1-1-6 医療機関との連携強化 

【めざす姿】 

一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らせるよういつでも医療にかかれる体制が充実している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

「かかりつけ医」のいる町民の割合 79.0％ 

日出町健康課題連携会議の開催数（年間) 1 回以上 

【指標の方向性】 

・地域に密着し、健康について何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介することができる、かかり

つけ医を持つことを引き続き啓発します。 

・医療、介護ニーズを踏まえた効果的な健康づくりの推進を行うため、町内医療機関との連携を継続強化し

ます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

高齢者予防接種事業 継続 17,138 千円 

骨髄移植ドナー等支援事業 継続 140 千円 

保健対策推進事業 継続 1,511 千円 



【令和 6 年度 取組方針】 

日出町の健康課題についての共有と行政サービスと地域医療との連携強化のため健康課題連携会議を年

に１回以上開催します。 

 

基本事業 1-1-7 新たな健康リスクへの対応 

【めざす姿】 

新型コロナウイルス感染症のような新興感染症への対応のため町内医療機関との連携が図れている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町報、回覧、ホームページ等による町民への周知回数 3 回 

健康教室の開催回数(年間) 5 回 

【指標の方向性】 

新型コロナウイルス等の感染症の発生予防と重度化の防止を図るため、正しい知識や情報の普及・提供に努

めます。また、予防接種を推進し、接種率の向上を図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

新型コロナウイルス感染症の感染症法での５類移行を受けて感染対策等変更が生じた際には随時対応を行

っていきます。今後、新興感染症などの発生に伴い新型コロナウイルス感染症対応のような危機管理体制が

必要になった場合を想定し、取り組みの評価と今後の検討を実施していきます。また、新型インフルエンザ等

対策措置法に基づく行動計画、住民接種計画などの策定が必要になってくるので検討します。 

 



１－2 地域福祉の推進 

担当課：介護福祉課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

全ての人が安心して、いきいきと生活できるよう、互いに助け合い支えあっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地域ぐるみで支えあう福祉体制が整備されていると感じる町民の割合 55.0％ 

【指標の方向性】 

地域住民や民生委員・児童委員、社会福祉協議会等の関係団体と連携し、地域で支え合うという意識や体制

づくりの取り組みを充実させていきます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業１-2-1 地域福祉の推進 優先 

【めざす姿】 

住み慣れた地域でいきいきと安心して生活できるよう、町民・地域・行政がそれぞれ連携して、助け合い、支

え合いのある地域づくりが推進され、福祉意識の高揚や、福祉活動の担い手が育成されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ここ１年以内に地域活動やボランティア活動に｢参加したことがある｣と

回答した町民の割合 
65.0％ 

「広報ひじ｣や｢社協だより｣での地域福祉啓発記事の掲載件数（年間） 
広報ひじ 4 回 

社協だより 4 回 

【指標の方向性】 

・地域での支え合いのしくみを推進するため、地域住民や民生委員・児童委員、社会福祉協議会と連携して取

組を推進します。 

・町民の福祉意識の高揚と担い手確保を念頭において、定期的に周知啓発を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

社会福祉協議会補助事業 継続 7,500 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

地域福祉の推進を目的としている社会福祉協議会へ補助金を交付します。委託事業も多く、行政で対応が難

しい事案にも対応してもらうなど、負担も大きいため、引き続き補助金の交付を行う必要があります。また、



重層的支援体制整備事業を社協への委託として実施を検討し、令和６年度も移行事業として取り組みます。 

 

 

基本事業１-2-2 支え合いの仕組みづくり 

【めざす姿】 

地域福祉の仕組みが整い、悩み事や困りごとを相談できるとともに、各種福祉サービスが受けられている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

包括的相談支援連携会議の開催回数（年間） 2 回 

民生委員・児童委員の研修受講率(％) 100％ 

まちづくり協議会（地域運営自主組織）及び類似組織の設立数 4 団体 

住民見守りネットワーク主催の連絡会・研修等の開催回数（年間） 2 回 

生活困窮者自立支援制度の周知回数（年間） 4 回 

【指標の方向性】 

・複雑化、複合化したニーズに対応する相談支援体制を整備するため、介護、障がい、子ども、生活困窮等、

関係機関の連携体制構築に取り組みます。 

・民生委員・児童委員に期待される役割等について必要な知識等が得られるよう、研修等によるスキルアッ

プを図ります。 

・子ども・子育世代や高齢世代等の多様な主体が参画するまちづくり協議会の育成､同世代間･他世代間の

互助をマッチングする仕組みの構築を図ります。 

・住民見守りネットワーク参加団体で定期的に連絡会を開催し、情報共有と活動の連携を図ります。 

・生活保護に至る前の早期支援を行うため、日出町生活困窮者等支援事業や生活困窮者自立支援制度の周

知を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

老人福祉費 継続 15,579 千円 

在宅老人福祉事業（老人クラブ活動等社会活動促進事業） 継続 2,018 千円 

包括的相談体制整備事業 継続 7,795 千円 

重層的支援体制整備事業 継続 7,665 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・重層的支援体制整備事業に関する再度の研修会も含め、重層事業への移行に向けた庁内の意思統一、調整

を目的とし開催を検討します。 



・「ひきこもりサポーター養成研修」や「認知症サポーター養成研修」などの受講を促します。また、福祉関係

の講座や資料の提供を行い、研修会等の開催を民児協とともに検討します。 

・ホームページ以外の周知方法や機会を増やすことを検討します。 

 

 

基本事業１-2-3 災害時の支援体制 

【めざす姿】 

災害が発生し、又はそのおそれが高まったときに、高齢者や障がいのある人等要支援者の避難が迅速・的確

に行われている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

避難行動要支援者個別支援計画を策定した要支援者の割合 90％ 

【指標の方向性】 

各地区で説明会、研修会の開催、関係機関と連携により目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

災害時要援護者管理システム事業 継続 1,089 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

前年度までに未策定の対象者に対して、個別避難計画の策定を進めます。また、策定済の計画の更新を行い

ます。 

 



１－3 高齢者福祉の推進 

担当課：介護福祉課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

住み慣れた土地で、生きがいを感じながら、安心して長寿を楽しむことができている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

要介護認定を受けていない 65 歳以上 75 歳未満の割合 96.5％ 

要介護認定を受けていない 75 歳以上の割合 70.9％ 

住民主体の地域活動団体数（累計） 66 団体 

【指標の方向性】 

・早い段階で、介護予防や健康づくりを意識してもらえるような働きかけを行うことで目標の達成を目指し

ます。 

・介護予防、健康づくりの取組と併せ、高齢になっても地域でいきいきと生活できるような基盤づくりを進

めます。 

・地域で主体的に介護予防や健康づくり活動を行う団体の新規設置及び活動支援により目標の達成を目指

します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業１-3-1 地域福祉の推進 優先 

【めざす姿】 

高齢者が地域で自立した生活ができるよう、介護予防に資する知識の普及啓発や、自主的な活動の育成・支

援が進められ、元気な高齢者が増えている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

住⺠主体の地域活動団体数（累計） 66 団体 

地域ケア会議開催回数(年間) 19 回 

ほほえみ広場の参加者数（年間） 835 人 

要介護認定率 16.93％ 



要介護等状態区分が維持または改善した者の割合 67.39％ 

【指標の方向性】 

・地域で介護予防や健康づくりを行う介護予防教室等の新規設置や活動を支援し、目標達成を図ります。 

・地域ケア会議を定期的に開催し、医療と介護の連携を図り、自立支援・重度化防止を推進します。 

・社協に委託して実施している高齢者サロンほほえみ広場の利用を促進し、元気な高齢者を増やします。 

・生きがいづくりと介護予防を推進し、元気な高齢者を増やします。 

・自立支援型のケアマネジメントを浸透させ、重度化を防止します。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・通いの場等のない地区に対し、通いの場の設立を支援していきます。既存の団体に対してはリハビリテーシ

ョン専門職を派遣するなどし、有効な運動の指導及びフレイル高齢者の早期発見及び適切なサービスへのつ

なぎこみなど、関係機関と連携しながら実施をします。 

・短期集中型サービスを発展させ、フレイル状態にある高齢者の ADL（日常生活動作）を改善するとともに、

その後の地域生活を刺させる地域資源の利用や開発を行い、介護保険に頼らず、住み慣れた地域でいつま

でも元気に過ごせる体制づくりを目指します。 

 

 

基本事業１-3-2 介護保険制度の持続 

【めざす姿】 

介護給付の適正化を推進し、介護保険外のボランティアなど地域の住⺠による支援を充実させることで、介

護保険制度が持続可能な制度として維持されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

介護ボランティア養成者数（年間） 28 人 

エプロン隊の活動回数（年間） 282 回 

要介護認定の適正化にかかる調査員検討会開催回数（年間） 6 回 

ケアプランの点検事業所数（年間） 6 事業所 

実地指導を行った介護事業所数（年間） 4 事業所 

【指標の方向性】 

・高齢者の生活を支援する体制を確保するため、地域で高齢者を支える介護ボランティアを養成します。 

・簡易な生活支援サービスである「エプロン隊」の周知に努め、介護保険によらない生活の手助けとして利用

促進を図ります。 

・認定調査員による調査結果のバラつきを防ぐため、調査項目等の検討会を定期的に開催し要介護認定の

適正化を図ります。 

・居宅介護支援事業所のケアプラン点検を強化し、不適切なケアマネジメント、介護報酬請求の是正に努めま



す。 

・町が指定する介護事業所に対し、３年に１回を目安に訪問指導を行い、運営・人員基準違反や不適切な介護

報酬請求の是正に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

高齢者通いの場魅力向上事業 新規 431 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・介護ボランティア養成講座は、受講の目的を明確にしたうえで様々な広報媒体を活用して受講希望を募り、

受講者の増加を目指します。 

・エプロン隊登録者を増やすために、ミニ研修を継続して複数回実施するとともに、町報で周知を図り、活動

のさらなる拡大を目指します。 

・3 居宅介護支援事業所及び 1 地域密着型事業所の運営指導を実施するとともに、ケアプラン点検も併せて

実施します。 

・高齢者の通いの場の魅力を向上するため、e スポーツを取り入れます。 

 

 

基本事業１-3-3 地域生活支援体制の整備 

【めざす姿】 

支援を必要とする高齢者が、多様なサービスや地域の支え合いにより生活できている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地域包括支援センターでの総合相談件数（年間） 248 件 

緊急通報装置設置世帯数（累計） 270 世帯 

【指標の方向性】 

・高齢者に係る総合相談窓口としてサービスに関する情報提供や相談支援の充実に努めます。 

・通報装置設置支援事業等ひとり暮らし高齢者等の事故の未然防止と孤独感の解消に向け、関係機関との

連携を図ることによって取組を充実させます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

高齢者等見守り支援事業（緊急通報装置設置事業を見直し） 拡充 5,082 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

地域や関係機関からの情報が入る仕組みづくりなど優先順位を考えた訪問を実施していきます。また、高齢

者自身や家族が相談窓口を認知し、相談につながるように普及啓発を実施します。 

 

  



基本事業１-3-4 生きがいづくりの推進 

【めざす姿】 

高齢者が気軽に外出できる環境をつくり、ボランティア、レクリエーション、就労、趣味等を通じて積極的な社

会参加や生きがいづくりが促進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

企業訪問件数（再掲） 96 件 

ボランティア講師登録者数（累計) 18 人 

【指標の方向性】 

・企業訪問による求人情報の調査、開拓に努めるとともに、シルバー人材センター等への支援により、高齢者

の雇用促進を図ります。 

・老人クラブ連合会等への支援及び連携を強化し、ボランティア講師制度の促進を図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

引き続き、老人クラブへの補助、活動の支援を行います。また、クラブ数の減少への対応策を、社協、老人ク

ラブ連合会とともに検討します。 

 

 

基本事業１-3-5 認知症高齢者支援対策の推進 

【めざす姿】 

認知症に対する理解の促進と認知症高齢者を緩やかに見守る地域づくりが進められ、家族会など介護する

家族への支援の充実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

認知症サポーター養成講座受講者数（累計) 1,480 人 

認知症カフェ参加者数（年間） 280 人 

認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク協力事業者数（累計) 44 機関 

【指標の方向性】 

・認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を見守る「認知症サポーター」の養成に取り組みます。 

・認知症の本人やその家族、認知症を予防したい高齢者の方の集いの場の提供を推進します。 

・認知症高齢者等が行方不明になった時の早期発見活動に協力していただく機関の統括に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

認知症になっても住み慣れた日出町で暮らすことができるよう、認知症についての正しい知識や対応を学

ぶ機会を子どもの時から持つなど関係機関と連携して普及啓発を推進します。チームオレンジを立ち上げ、

認知症当事者の思いに沿った支援を関係機関と連携しながら行います。 



１－4 障がい者福祉の推進 

担当課：介護福祉課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

障がい者が安心して暮らし、地域社会の一員として自立できている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

障がいの有無にかかわらず、生きがいを持ち安心して生活できると 

感じる町民の割合 
67.0％ 

就労支援サービス利用から一般就労への移行者数 8 人 

【指標の方向性】 

・障がいのある人が地域において安心して生活できるよう、障がいの特性に合わせた支援サービスの提供 

や、相談支援体制の拡充等を図り、個々のニーズに応じた障がい者施策を推進します。 

・幅広い職種への対応ができるよう就労移行支援事業の促進と併せ雇用機関との連携を強化し、福祉サイ 

ドからの就労支援の強化を図るなど、障がいのある人の職業的自立と雇用の促進に努めます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業１-4-1 地域生活支援の推進 優先 

【めざす姿】 

障がいの特性や能力に応じて適正な支援が受けられ、相談体制が充実し、日常生活が改善されている。また、

身近な場所で安心して相談できるよう、自立支援協議会などの活性化に努め、家族に対する相談支援の充

実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

日出町障害者等基幹相談支援センター主催の研修受講者数（年間） 25 人 

自立支援協議会地域生活支援部会開催回数(年間) 5 回 

障害福祉サービス新規利用者数（年間） 49 人 

【指標の方向性】 

日出町障害者等基幹相談支援センターの研修体制の充実とあわせ、障がい者に関わる各機関のネットワーク

づくりを進めることで、要支援者の相談支援体制の充実と個々の障がいにあわせた適正な障害福祉サービ

ス等の利用促進を図ります。 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

在宅重度障がい者住宅改造助成事業 継続 400 千円 

障害児通所支援利用促進事業 継続 552 千円 

軽度・中度聴覚障がい児支援事業 継続 210 千円 

在宅高齢者住宅改造助成事業 継続 1,200 千円 

重度身体障がい者タクシー料金助成事業 継続 1,806 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・基幹相談支援センターと協議し研修等の開催を行い、受講者の増加に努めます。 

・自立支援協議会の部会開催に向けて、年間計画を立て実施します。 

・相談事業所への障害福祉サービスの周知に努め、新規利用者の増加につなげます。 

 

 

基本事業１-4-2 障がい者の自立支援と社会参加の促進 

【めざす姿】 

障がいのある人が、地域で自立した生活を送ることができるよう、地域住⺠や関係機関、事業所等が連携し、

就労先の確保や社会参加の促進、コミュニケーションへの支援、さらには、スポーツを楽しめる機会等の充実 

が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

障がい者への差別解消に向けた研修会等の開催回数（年間） 2 回 

外出支援に係る障害福祉サービス等利用者数（年間) 24 人 

就労支援サービス利用者数（累計） 128 人 

自立支援協議会就労支援部会開催回数（年間） 4 回 

【指標の方向性】 

・「広報ひじ」や町ホームページでの啓発と併せ、研修会や講習会を開催し、障がい者差別の解消を図ります。 

・障がい者の外出時における支援や障がいの特性に応じたコミュニケーション手段の確保等の合理的配慮に

取組んでいきます。 

・障がい者の雇用につながるよう、企業のニーズを把握しながら、幅広い職種への対応ができるよう就労移

行支援事業所による訓練を促進します。また、雇用機関との連携を強化し、福祉サイドからの就労支援を図

り、障がいのある人の職業的自立と雇用の促進に努めます。 

 



【令和 6 年度 取組方針】 

・基幹相談支援センターと協議し、研修等の開催を行い、受講者の増加に努めます。 

・自立支援協議会の部会開催に向けて、年間計画を立て実施します。 

・相談事業所への障害福祉サービスの周知に努め、新規利用者の増加につなげます。 



１－5 子育て支援の充実 

担当課：介護福祉課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

安心して子育てできる環境が確保され、子どもがいきいきと輝き、健やかに育っている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

子育てしやすい環境が整っていると思う町民の割合 83.0％ 

出生数 240 人 

【指標の方向性】 

・待機児童の解消や各種保育サービスの充実、相談窓口の一元化等により、子育てしやすい環境を整えます。 

・結婚の希望や子供を持ちたい希望の実現を支援することで出生率の向上、または現状維持を目指します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業１-5-1 子どもを産み育てやすい環境づくり 

【めざす姿】 

子どもを持つことを希望する誰もが、安心して結婚、妊娠、出産、子育てができるよう、相談体制の充実や子

どもの居場所づくり等に取り組み、地域全体で子育てを支える体制づくりが推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

子育て世代包括支援センター年間相談件数 2,420 件 

⺟子手帳アプリ「おひさまにこにこ」登録者数（累計） 840 人 

公園の施設に満足している町⺠の割合 68.0％ 

【指標の方向性】 

子育て支援の拠点として子育て支援事業の充実を図るとともに、関係機関と連携して、妊娠期からの子育て

に関する相談支援を充実させていきます。また、町ホームページに加え、子育てアプリ等を用いて、情報発信

数等を向上させることにより、子育て支援事業の利用促進を図ります。さらに、公園等における遊具やトイレ

等の環境整備に取り組みます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

相談機関が当事者にとって身近な存在になるよう、HP、町報等での情報発信、妊娠初期のからの面談等を



通して、利用しやすい環境づくりの推進を行います。 

 

 

基本事業１-5-2 ⺟子保健・福祉の充実 

【めざす姿】 

妊娠・出産・育児にわたる⺟子保健（健診・相談・指導等）の充実と、不妊・不育治療費や子ども医療費等のほ

か、ひとり親家庭への支援等により、子育て世代の精神的・経済的な不安や負担の軽減が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

乳幼児健診受診率 

4 ヵ月  100％ 

1 歳 6 ヵ月  100% 

3 歳児  99.5% 

３歳児健診でのむし歯保有率 18.0％ 

乳児家庭全戸訪問実施率 100％ 

【指標の方向性】 

・母子手帳交付時や乳幼児健診等を通じて母子の保健指導を積極的に図るとともに、乳幼児健康診査や予

防接種等の周知啓発を図ることで目標の達成を図ります。 

・家庭、地域、事業所との連携により適切な生活習慣や食習慣、運動習慣を形成する取組の充実を図ります。 

・乳児のいる全家庭を訪問し、育児の不安や悩みの相談を受け、支援に関する適切な情報提供を行い、必要

な支援につなげることで、子育ての孤立感や不安感の軽減を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

子ども医療費助成事業 拡充 130,302 千円 

任意予防接種事業 継続 2,772 千円 

家事育児支援事業 継続 287 千円 

利用者支援事業 継続 24,890 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

今後、相談や健康管理、感染症予防、疾病の重症化予防、育児環境の支援等を目的に、利用しやすい相談体

制の構築や健診等の機会、予防活動に取り組める環境づくりが必要です。地域の関係機関と連携しながら、

健康管理ができる環境を整えていきます。 

 

 

 



基本事業１-5-3 保育サービスの充実 重プ② 

【めざす姿】 

様々なライフスタイルや保護者の多様な就労形態により、多様化する保育ニーズに対応するため、安全・安心

で、質の高い教育・保育環境が確保されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

保育園・認定こども園等の待機児童数 0 人 

保育所等整備施設数(累計) 3 箇所 

病児・病後児保育利用可能施設(累計) 3 箇所 

ファミリ―サポートセンター事業の会員総数(累計) 440 人 

【指標の方向性】 

・様々な保育形態を組み合わせながら保育定員の確保を図るとともに、保育士の人材確保を支援することで、

待機児童を解消します。 

・多様化する保育ニーズに対応するため、事業所等と連携して受入環境の充実を図ります。 

・町内施設の確保や県内広域化による相互利用により、増加する「病児保育」のニーズに対応していきます。 

・町民相互援助活動であるファミリーサポートセンター事業の拡大を図るため、新たな提供会員の確保に努

め、制度周知を図っていきます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

地域子育て支援事業 継続 41,674 千円 

保育所等緊急整備事業 新規 75,000 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・保育園等の施設整備により、保育の利用定員の増加を図ります。 

・令和 6 年 4 月施行の児童福祉法改正に向けて、支援が必要な子育て家庭へのサービスの種類やサービス

の質の充実を図ります。 

  



基本事業１-5-4 放課後の子どもの居場所づくり 重プ② 

【めざす姿】 

学校、地域、事業者と連携し、子どもが放課後などを安全・安心に過ごすことができる居場所づくりを進めま

す。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

放課後子ども教室実施数（累計） 4 箇所 

放課後児童クラブの支援単位数（累計） 12 単位 

【指標の方向性】 

・地区公民館や町立図書館、スポーツ少年団等の既存の地域資源を活用した見守り事業を推進します。 

・中長期的な児童推計、女性の就業率及び地域のニーズ把握に努め、適切な施設整備を図るとともに、民間

学童等の児童の受入拡大も含め、保育ニーズに対応します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

放課後児童健全育成事業 拡充 57,125 千円 

児童館運営事業 継続 13,796 千円 

子どもの居場所づくり推進事業 継続 400 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・藤原校区に 1 単位増やします。 

・放課後子ども教室を１か所新規開設に向け検討する。 

・中長期的な人口推計も踏まえながら、放課後児童クラブの施設整備を検討します（豊岡校区）。 

・子ども食堂等の民間の地域資源が連携した、子どもの居場所づくりの推進を検討します。 

 

 

基本事業１-5-5 子どもの人権の尊重 

【めざす姿】 

子どもの人権を守るために、関係機関が連携し、児童虐待防止・早期発見の取組がすすみ、町⺠への啓発も

進められており子どもの成⻑を支援する地域社会が形成されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

要保護児童対策地域協議会の開催回数（年間） 12 回 

児童虐待の相談通告先を｢知っている｣と答えた町民の割合 45.0％ 

 



【指標の方向性】 

・要保護児童対策地域協議会をはじめとした、児童に携わる様々な団体と協力して、児童虐待の防止・早期

発見に努めます。 

・児童虐待を未然に防ぐ相談・支援体制づくりを促進するとともに、町民や対象世帯への効果的な情報発信

により目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

令和 6 年 4 月にこども家庭センターを開設し、様々な課題を抱える妊産婦や子ども等を支援するため、支援

プランを作成し、関係機関と連携して必要なサービス等の社会資源につないでいく。必要は社会資源の開発

も検討します。 

・要保護児童対策地域協議会を毎月開催し、関係機関との連携を図り児童等を支援します。 

・児童虐待の相談先やヤングケアラー等について、社会的認知度を高めます。 

・研修会の開催等により、児童虐待の理解を深め、虐待防止に取り組みます。 



政策２ 【教育・文化】 未来に続く人と文化を育むまちをつくる 

2－1 学校・園教育の充実 

担当課：教育総務課、学校教育課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

変化の激しい新しい時代の中でも、自ら学び、自ら考え、行動し、それぞれが思い描く幸せを実現できる力を

身に付けている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

国・県・町主催の学力調査における全国平均以上の教科の割合 90.0％ 

「自分にはよいところがある」と回答した子どもの割合 
小学校 79.8％ 

中学校 76.8％ 

新体力テストにおける総合評価がＣ以上の児童生徒の割

合（総合評価：Ａ〜Ｅ） 

小学校男子 81.0％ 

小学校女子 84.5％ 

中学校男子 78.0％ 

中学校女子 86.5％ 

【指標の方向性】 

・日々の授業では、付けたい力を明確にし、確かな見取りと特別な配慮を必要とする児童生徒への具体的な

手立てを講じます。 

・生徒指導の３機能（「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感的な人間関係を育成する」）を意

識した授業展開や特別活動の工夫を図ります。 

・運動量を確保するとともに運動の愛好度を高めるための体育授業の展開を工夫し、体育的な活動の充実

を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 2-1-1 確かな学力の向上 優先 

【めざす姿】 

基礎・基本の確実な定着と低学力層の底上げが図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

国・県・町主催の学力調査における全国平均以上の教科の割合 90.0％ 

 



【指標の方向性】 

日々の授業では、付けたい力を明確にし、確かな見取りと特別な配慮を必要とする児童生徒への具体的な

手立てを講じます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和６年度も引き続き、取組を進めていく。学年間の格差については、現状分析をしっかりと行うとともに、

実態に応じた具体的な方策を、「全員で取り組める」「具体的な」「取り組みやすい」内容から優先的に取り組

んでいきます。 

・町学力向上推進委員会で話し合われた内容が、各学校で確実な方策に結びつくように、学校教育課として

も各学校の様子を常に把握し、適時適切なアドバイスや資料提供などに努めます。 

・学習指導員の活用をすすめ、授業の質の向上を目指すとともに「わかる授業」を推進します。 

 

 

基本事業 2-1-2 豊かな人間性の育成 

【めざす姿】 

「特別の教科道徳」の時間を要とし、自然体験や社会体験など、豊かな人間性や社会性を育む多様な体験活

動が充実されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

｢自分にはよいところがある｣と回答した子どもの割合 
小学校 79.8％ 

中学校 76.8％ 

【指標の方向性】 

生徒指導の３機能（「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感的な人間関係を育成する」）を意識

した授業展開や特別活動の工夫を図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・生徒指導の３機能を意識し、日常の授業改善や特別活動の工夫を図ります。 

・自己肯定感を高め、豊かな人間性や社会性を育むことのできる多様な体験活動を取り入れた教育活動を

進めます。 

・上記取組に対する評価を、各種調査の結果分析を通して行い、取組方針の改善を進めます。 

 

  



基本事業 2-1-3 健康・体力づくりの推進 

【めざす姿】 

運動習慣の定着及び健康増進を目的とした「体力向上｣の取組を推進し、学校教育活動全体を通じて、児童

生徒の発達の段階に応じた健康教育の充実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

新体力テストにおける総合評価がＣ以上の児童生徒の

割合（総合評価：Ａ〜Ｅ） 

小学校男子 81.0％ 

小学校女子 84.5％ 

中学校男子 78.0％ 

中学校女子 86.5％ 

【指標の方向性】 

運動量を確保するとともに運動の愛好度を高めるための体育授業の展開を工夫し、体育的な活動の充実を

図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

各種競技九州、全国大会出場費補助事業【学校教育課】 継続 1,518 千円 

部活動活性化推進事業【学校教育課】 継続 479 千円 

フッ化物洗口事業【学校教育課】 継続 1,480 千円 

クラブ・部活動応援事業【教育総務課】 新規 3,000 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・各学校作成の「体力向上プラン」の短期見直し、修正を行います。 

・日出町体力向上推進委員会を年２回以上、食育担当者会を年１回以上開催します。 

・体育専科教員を活用し、町内小学校を毎週訪問し体育の授業改善や指導法や教具、場の工夫等や一人一台

端末の活用について各校に広めることで、教員の指導力向上を図ります。 

 

 

基本事業 2-1-4 グローバル人材の育成 

【めざす姿】 

グローバル化、人工知能（AI）をはじめとする、子どもを取り巻く環境の変化に対応した教育が促進されてい

る。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

外国語指導助手（ALT）による授業を楽しいと答えた児童の割合 93.0％ 

教員が１週間に PC 等の情報機器を活用する日数 4 日 



 

【指標の方向性】 

英語専科教員やＡＬＴ等を活用し、授業や研修を通して、小学校教員の英語指導力向上を図るとともに人工

知能（AI）をはじめとする技術革新等、子どもを取り巻く環境の変化に対応した教育を促進します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

中学校外国語活動推進事業【学校教育課】 継続 5,230 千円 

小学校外国語活動推進事業【学校教育課】 継続 18,004 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和４年度の成果と課題を受け、事業内容の見直し等を行います。 

・中学校での ALT 活用推進や、校種を超えた授業参観などの取組を行います。 

・ICT 機器等の活用について、今後も教育課程への新たな位置付けや見直しを行います。 

・情報機器に係る研修については、現場と相談しながら内容等をさらに充実させます。 

 

 

基本事業 2-1-5 特別支援教育の充実 

【めざす姿】 

就学相談等、障がいのある子どもへの早期からの相談支援体制の充実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

「個別の指導計画｣の作成率 100％ 

【指標の方向性】 

「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」を作成し、一人一人の障がいの状況・特性等を考慮したきめ細か

な指導を行います。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・特別支援学級に在籍している児童生徒と、通常の学級に在籍していて特別な支援を必要としている児童生

徒について、個別の指導計画の作成を１００％実施します。 

・別府教育事務所の「個別の指導計画推進教員」の学校訪問や校内研修を全ての学校で実施し、さらなる計

画の充実と児童生徒のニーズに合った支援のありかたや活用の仕方について改良を重ねます。 

・特別支援教育支援員については、年１回以上の研修会を行うとともに、情報交換などを行い、その資質向

上と職務上の課題解決に努めます。 

 

  



基本事業 2-1-6 幼児教育の充実 

【めざす姿】 

幼児期にふさわしい教育・体験活動の提供について幼稚園・小学校・保護者・地域の共通認識が図られ、推進

されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

小学校教育とのつながりを意識した接続期の教育課程の見直しを 

行った回数 
3.8 回 

１学級１５人以上の町立幼稚園の割合 80.0％ 

【指標の方向性】 

幼保小の合同研修や児童・園児の交流活動等を通して、小学校の教育活動への円滑な移行を図ります。また、

幼児期にふさわしい教育・体験活動の提供については、幼稚園・小学校・保護者・地域の共通認識を図った上

で、幼児教育を推進し、集団活動に適正な園児数の確保に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

少子化が進む中、園児数の大幅な増加を見込むことが難しいが、引き続き公立幼稚園の特性を周知し、就園

案内に努めます。また、未就学児に対する教育・保育施策は町民ニーズも高いものではあるが、幼稚園以外

の保育・こども園もあることから、幼稚園単一の状況検討を進めることが必要です。 



2－2 教育環境の充実 

担当課：教育総務課、学校教育課、学校給食センター 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

学校、家庭、地域社会で目標や課題が共有され、時代の変化に対応した質の高い学びの場が提供されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

不登校児童生徒の出現率 2.0％ 

いじめ事案に対する解消率 90.0％ 

【指標の方向性】 

・児童生徒一人一人の状況に応じて適切な指導・援助を行い、「心の居場所づくり」に努めていきます。 

・全教職員がいじめは絶対に許さないという共通認識を持ち、組織的な取組、関係機関との連携を図ってい

きます。 

■基本事業の取組方針 

基本事業 2-2-1 子どもの学びの保障 優先 

【めざす姿】 

いじめや不登校を生まないために、小・中学校間の引継ぎを確実に行うとともに、未然防止に向けた情報・

行動の連携が推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

不登校児童生徒の出現率 2.0％ 

いじめ事案に対する解消率 90.0％ 

【指標の方向性】 

・児童生徒一人一人の状況に応じて適切な指導・援助を行い、「心の居場所づくり」に努めていきます。 

・全教職員がいじめは絶対に許さないという共通認識を持ち、組織的な取組、関係機関との連携を図ってい

きます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

日出町奨学金支給事業 継続 1,250 千円 

小学校就学用品等支援事業 継続 18,729 千円 



中学校就学用品等支援事業 継続 15,593 千円 

スクールソーシャルワーカー活用事業 継続 1,610 千円 

フレンドリー広場事業 継続 4,614 千円 

登校支援員活用事業 新規 1,820 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・日出町生徒指導部会やスクールカウンセラー連絡協議会において情報交換や研修を行い、取組に対する町

内全校の共通理解を深めます。 

・地域児童生徒支援コーディネーターと町内各小・中学校の教育相談コーディネーターとの連携を深め、教育

相談体制の充実を図ります。 

・町内各小・中学校と日出町教育支援センター「フレンドリー広場」との連携を深め、不登校児童生徒への支

援をより効果的に進めます。 

 

 

基本事業 2-2-2 時代の変化に対応した教育環境の整備 

【めざす姿】 

グローバル化、人工知能（ＡＩ）等、子どもを取り巻く環境の変化に対応した教育環境の整備が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ICT 支援員の人数 2 人 

【指標の方向性】 

ICT 支援員の活用により、児童が ICT などの情報手段に慣れ親しみ、活用できるよう環境整備に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

教育 ICT 環境整備事業 継続 12,842 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・外部人材活用の意識が高まり、取組が進んできたので、今後は、先進的な取り組みを行っている学校の方

法を共有することで、事業活性化を図ります。 

・GIGA スクール構想に基づく国の動向に注視して、ICT 教育環境の整備に努めます。 

  



基本事業 2-2-3 教職員の働き方改革の推進 

【めざす姿】 

教職員の研修環境を充実させ、学び続ける教職員の支援が充実している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

教職員の１か月の平均超過勤務時間（削減目標） 30 時間 

【指標の方向性】 

ICT 支援員等の体制整備、職場環境の改善に取り組み、子どもたちと向き合う時間や授業準備、教材研究の

時間を確保することで、よりよい教育が実現できるようにします。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

中学校スクールサポートスタッフ活用事業 継続 1,911 千円 

小学校スクールサポートスタッフ活用事業 継続 4,776 千円 

部活動指導員活用事業 継続 1,714 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・教職員の働き方改革が強く求められる中、負担軽減のために必要な事業であるので、スクールサポートスタ

ッフの最適な配置、部活動指導員のさらなる増員を目指します。 

 

 

基本事業 2-2-4 学校給食の充実 

【めざす姿】 

学校給食を活用した食に関する指導を図るとともに安全・安心でおいしい給食を提供されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

一日当たりの平均残菜量（削減目標） 40.1 ㎏ 

町内産野菜の使用率 27.1％ 

【指標の方向性】 

・学校給食を活用した食育指導を行うとともに栄養的にバランスの取れた給食を提供し、児童生徒の健康の

増進や体力の向上を目指します。 

・安全・安心でおいしい給食を提供するため、学校給食で使用する食材の安全確保と地場産物の使用の拡大

に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

学校給食調理事業 継続 89,550 千円 



学校給食食材調達事業 継続 155,553 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・安全で安心なおいしい給食の維持に努める。・食材価格が高騰するなか必要な食材費の確保に努めます。 

・残菜量については、栄養士による食に関する授業や給食時間の指導等により学校と連携して減少に取り組

みます。 

・地場産物の利用拡大のため、農林水産課や農業団体関係者の協力と理解を得ながら進めます。 

・学校給食の充実のため、国や他自治体等の動向を注視しながら給食費改定について検討します。 

 

 

基本事業 2-2-5 地域とともにある学校づくりの推進 

【めざす姿】 

学校・家庭・地域で、教育に係る目標やビジョンが共有され、学校運営協議会が充実している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

外部人材を活用した特別授業を実施した開催数（年間） 
小学校 19 回 

中学校 14 回 

【指標の方向性】 

地域人材等を活用し、学校と家庭・地域が一体となった体制整備に努め、多様な学習活動を推進します。 

【令和 6 年度 取組方針】 

外部人材活用の意識が高まり、取組が進んできたので、今後は、先進的な取り組みを行っている学校の方法

を共有することで、事業活性化を図ります。一方で、地域の特色や方針には配慮し、その地域に合った方法を

構築します。 



2－3 生涯学習・社会教育の推進 

担当課：社会教育課、町立図書館 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

生涯学習により自己充実が図られている。また、その学習結果が地域や家庭に還元されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

公民館主催教室やリーダー研修の参加者数（年間） 350 人 

町立図書館来館者数 97,500 人 

【指標の方向性】 

・公民館主催教室やリーダー研修において地域における社会教育の実践者を育成するとともに、実践者に対

する効果的な支援の実施と、町民に向けて周知を図ることで目標の達成を図ります。 

・町立図書館を｢読書のまちづくりの拠点｣とし、乳幼児から高齢者まで世代に応じた資料の充実と情報提供

を行い、誰もが読書に親しみやすい図書館となるよう機能強化を行います。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 2-3-1 地域活動の充実 重プ① 

【めざす姿】 

住民が広く行事に参加できるように体育文化行事などが充実されており、地域づくりを行う人材育成が進

んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

住みよいまちづくりのための地域活動が大切だと思う割合 73.0％ 

地域リーダー養成研修開催回数（年間） 4 回 

【指標の方向性】 

・地区体育祭やふるさとまつりなどの地区公民館事業を精査しなおし、住民が満足して参加できるイベント

を開催すると同時に地域活動に係る人材の育成に努めていきます。 

・自治公民館長、主事及び地区役員を中心に幅広く参加者を募り、研修内容も充実することで地域づくりを

行う人材育成に努めます。 

 

 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

中央公民館費 継続 38,518 千円 

二十歳のつどい推進事業 継続 810 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・地域の方の協力なしには地域事業は行えないため、事業の構築、会議などで多くの方に意見を求めるなど

丁寧に進めていき、地域の方の信頼・協力を得ます。 

・年間の事業数においてはコロナ前の数を目標とします。 

 

 

基本事業 2-3-2 学習機会や学習内容の充実 

【めざす姿】 

住民が広く行事に参加できるように体育文化行事などが充実されており、地域づくりを行う人材育成が進

んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

公民館主催教室開催数（年間） 7 教室 

公民館主催教室参加者数（年間） 180 人 

各地区公民館だよりの発行回数（年間） 28 回 

自主教室開催数（年間） 37 教室 

【指標の方向性】 

・学習機会の必要性を普及・啓発し、各世代のニーズに応じた学習機会の提供に努めます。 

・広報誌などにより定期的に活動内容や教室への参加募集について周知を図ります。 

・公民館主催教室の取り組みを充実させ、自主教室への誘導を図ることで、町民の主体的な取り組みを促進

します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

社会教育総務費 継続 96,949 千円 

地域社会デジタル化事業 継続 732 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・地域活動の衰退傾向は公民館教室においても同様であり、自主教室グループ（加えて文化協会の会員数）

は減少傾向にあります。公民館主催教室の充実を図り、３年間開催、自主教室に移行させます。 

・自主教室への移行を増やし公民館教室を活発なものとしていきます。 

 



基本事業 2-3-3 地域における子どもの健全育成 

【めざす姿】 

社会教育関係団体などと広く連携し、ニーズに沿った取り組みが図られることにより、子どもの健全育成が

推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地区公民館放課後子ども教室開設数（累計） 4 箇所 

体験活動教室などの開催数（年間） 58 回 

【指標の方向性】 

・地区公民館事業の充実に努め、地域との連携により豊岡、川崎地区以外の地区への教室拡充を図ります。 

・子どもと保護者のニーズに沿った様々な学びの機会を提供することによって、子どもの可能性を広げ、健

全育成に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

学校との連携・協働による「地域協育力」向上事業 継続 904 千円 

子ども会育成事業 継続 576 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・子ども会活動の充実を図ります。 

・学校、家庭、地域が連携した取組を実施します。 

 

 

基本事業 2-3-4 読書のまちづくりの推進 

【めざす姿】 

「文教の町」にふさわしい図書館として広く親しまれるよう蔵書、貸出機能が充実するとともに、町民のコミ

ュニティ施設としての機能強化が図られ、多くの町民が図書館を利用している 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町立図書館蔵書貸出数（年間） 127,500 冊 

町立図書館内行事参加者数（年間） 1,350 人 

子ども司書認定者数（累計） 40 人 

【指標の方向性】 

・町民ニーズを捉えた蔵書、レファレンス機能の充実を図ることで目標の達成を目指します。 

・関係機関・団体と連携し、子どものころから本に慣れ親しむ環境づくりに努めます。 

・各学校と連携し、学校図書館、町立図書館の機能を相互に充実し、子どもの読書活動を推進します。 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

図書館運営事業 継続 109,262 千円 

ワクワク児童書拡充事業 新規 3,400 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・コロナ禍前のイベントのように 1 コンサートで１５０人も来館されることは観客のスペース等の関係で難しい

状況だったが、コロナの５類移行に伴い座席数を増やします。 

・イベントについては、イベント後のアンケート結果や、他市町村の動向も常に注視し、魅力的なイベントを開

催するように努め目標数値達成を図ります。 



2－4 芸術・文化・スポーツの推進 

担当課：社会教育課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

豊かな芸術・歴史・文化を体感し、誰もが気軽にスポーツに参加して、こころ豊かに元気で健やかに暮らせて

いる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

文化協会会員数 800 人 

週１回以上スポーツをした人の割合 54.2％ 

文化財施設年間来館者数 

【歴史資料館（帆足萬里記念館）・鬼門櫓・致道館の計】 
13,750 人 

【指標の方向性】 

・文化協会等関係団体の自主的な活動を支援するとともに指導者となる人材の育成を図り、町民全体の芸

術文化活動への参加を促進し目標の達成を図ります。 

・各種団体や自治区と連携し、生涯スポーツ事業の充実を図り、誰もが気軽に参画できる環境づくりに努め

目標の達成を図ります。 

・文化財施設の改修・整備を計画的に実施し、貴重な郷土の歴史・先哲資料を収集・保存や展示公開などの有

効活用を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 2-4-1 文化・芸術の振興と活用 

【めざす姿】 

住民が広く行事に参加できるように体育文化行事などが充実されており、地域づくりを行う人材育成が進

んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

産業文化まつり参加団体数（文化部門） 86 団体 

文化協会会員数 800 人 

伝統芸能・文化の継承者数（辻間楽・津嶋神楽） 24 人 

【指標の方向性】 

・町民の芸術・文化活動の場を提供する一方、町民ニーズをふまえた講演会や音楽会などを開催し、魅力的

なイベントとすることで目標の達成を図ります。 



・関係団体の活動支援を充実させ、伝統芸能だけでなく地域に根付いた文化の継承に努め、町への愛着を育

むことを目指します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

芸術文化振興事業 継続 2,268 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・町民に興味関心の持たれるような展示部門、芸能部門に注力することで目標数値を達成します。 

・行事や催し等については他市町村の動向も注視しながら町民に興味関心の持たれるイベントを開催するよ

うに努め目標達成を図ります。 

 

 

基本事業 2-4-2 歴史文化遺産を活かしたまちづくり 

【めざす姿】 

町の歴史・文化に関連する遺産の適切な保存に努めるとともに観光振興に貢献する取り組みが進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

歴史資料館での特集展開催回数（年間） 3 回 

歴史・文化財に係る年間広報活動（広報特集・HP コラムの計） 20 件 

文化財施設年間来館者数 

【歴史資料館（帆足萬里記念館）・鬼門櫓・致道館の計】 
13,750 人 

【指標の方向性】 

町に長く受け継がれた歴史・先哲資料を、広報誌等を通じ広く普及啓発を図っていきます。また、資料館にお

いてテーマに応じた展覧会等を企画することにより、歴史文化の継承と地域愛の醸成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

歴史先哲資料保護費 継続 1,027 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

令和 6 年は高台院おね（豊臣秀吉正室）没後 400 年の節目の年にあたり、全国各地で記念事業の企画・開

催が予想されます。ゆかりの歴史性を持つ日出町として、関連する歴史・文化財遺産・資料の調査保存、町内

外関係機関と連携した講演会や講座、展示などの普及啓発業務に重点的に取り組みます。 

 

  



基本事業 2-4-3 生涯スポーツの振興 優先 

【めざす姿】 

子どもから高齢者まで、また、障がいのあるなしに関わらず、多くの町民がそれぞれに自分にあったスポー

ツを気軽に楽しんでおり、生きがいをもって元気に日常を過ごしている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

スポーツに係る周知啓発回数（年間） 3 回 

総合型スポーツクラブ「ひまわりのたね」会員数 230 人 

スポーツ少年団への加入率（小学生） 23.0％ 

【指標の方向性】 

・広報誌・ホームページ双方で周知啓発の促進を図ります。 

・「ひまわりのたね」の運営・活動を支援するとともに、町民への周知を強化し、生涯スポーツの推進に努めま

す。 

・各種団体と連携し、支援事業の充実を図ります。また、指導者研修の実施によりスポーツを通じた健全育成

に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

総合型地域スポーツクラブ自立支援事業 継続 562 千円 

総合型地域スポーツクラブマネージャー設置事業 継続 2,962 千円 

体育振興費補助金事業 継続 1,501 千円 

部活動地域移行支援事業 新規 3,264 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・総合型地域スポーツクラブ「ひまわりのたね」について、町報、ホームページ、回覧等で町民への周知啓発を

図ります。 

・総合型地域スポーツクラブ「ひまわりのたね」の会員数をさらに増やすため、魅力ある教室の開催・増設を

目指します。 

・スポーツ少年団やスポーツ協会加盟団体の指導者が、指導者研修会に参加することにより、各競技の強化

を図ります。 

・生涯スポーツフェスタや新春健康マラソンを開催にあたり、より工夫を凝らした周知啓発を図り、多くの町

民がそれぞれ自分にあったスポーツを気軽に楽しめるようにする。 

 

 



基本事業 2-4-4 競技スポーツの振興 

【めざす姿】 

スポーツ人口が増え、町指導者の育成と選手の発掘が進むことで各競技の強化が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

大分県民体育大会で入賞（１～３位）した競技種目数 22 競技 

スポーツ指導者研修会の参加者数（年間） 63 人 

【指標の方向性】 

・生涯スポーツの推進によるスポーツ人口の増進とあわせ、指導者研修の充実を図ることにより、目標の達

成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

スポーツ協会補助金事業 継続 5,600 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・日出町選手権大会の開催、大分県民スポーツ大会に出場することにより、各競技の強化を図ります。 

・国東半島駅伝競走大会、大分県郡市対抗駅伝大会に出場することにより、競技の強化を図ります。 

・町指導者の指導者研修の充実を図り、競技力を支える人材育成に努めます。 

・大分県民スポーツ大会での成績向上のため、競技力向上のプランや選手発掘、指導者育成等、競技人口の

拡大と選手強化を目指します。 

 



政策３ 【防災・防犯】 安全・安心な生活を守るまちをつくる 

3－1 防災・減災対策の推進 

担当課：総務課等 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

「強くしなやかで災害に強いまち」が形成されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

備蓄物資確保数 1,800 人分 

災害時応援協定等締結団体数 34 団体 

【指標の方向性】 

・長期かつ多数の避難者に対応できるよう、備蓄物資の現状保有量の維持、適正管理に努めます。 

・災害時に不足する人的・物的資源の支援を要請するため、関係機関や民間企業・事業所・団体との協定を締

結し、連携の構築を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 3-1-1 避難所・備蓄物資等の充実 

【めざす姿】 

大規模自然災害の発生に備え、避難者の受け入れ体制が整備・構築されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

指定避難所の耐震化率 100％ 

備蓄物資確保数（想定避難者数分） 1,800 人分 

【指標の方向性】 

・安全で２次避難の懸念がないよう、指定避難所の整備を図ります。 

・長期かつ多数の避難者に対応できるよう、備蓄物資の現状保有量の維持、適正管理に努めます。なお、状

況により避難所・避難場所の開設数を増やした場合は物資保管数の見直しを図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

安心・安全まちづくり事業【総務課】 継続 3,999 千円 



【令和 6 年度 取組方針】 

・指定避難所の耐震化はすべての施設で完了しているので、備蓄物資のローリングストックを主として行って

いきます。 

 

 

基本事業 3-1-2 防災訓練等の普及促進 優先 

【めざす姿】 

「自助」「共助」による防災力の向上と迅速・正確な防災情報等の発信により、避難遅れ等の回避を図る。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町補助金を活用した自治区数 9 地区 

町独自の防災・避難情報発信ツール 3 本 

防災士会による防災まち歩き・防災講話を活用した団体数 8 団体 

【指標の方向性】 

・被害が発生する可能性がある区域の自主防災組織の防災訓練等の取組みを支援し、共助による防災力の

向上を図ります。 

・防災アプリ等の情報発信ツールの導入・運用を図ります。また、全町民が対応できるよう防災ラジオの導入

についても検討を進めます。 

・防災士会と連携し、地域、団体等への防災知識の普及啓発に努め、防災意識の向上を促進します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

防災関連事業【総務課】 継続 31,209 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

町一斉避難訓練に合わせ、区長に対し、町補助金や防災士会による防災講話等を案内し、補助金を活用した

自治区及び避難訓練参加自治区の増加を目指します。 

 

基本事業 3-1-3 災害対応・体制の構築・整備 

【めざす姿】 

あらゆる事態を想定し災害対応・体制の構築を図る。また、町行政だけでは対応できない場合に支援要請を

行うため、各種団体との協定締結を推進する。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

災害時対応方策の見直し 
適宜見直し 

(原則毎年度) 



災害時応援協定等締結団体数 36 団体 

主な団体 

医療 1 団体 

避難収容 15 団体 

物資調達供給 15 団体 

応急復旧 6 団体 

【指標の方向性】 

・地域防災計画、ＢＣＰ、災害対策本部設置・運営要領など災害時に活用する対応方策を適宜見直し、実効性

の向上を図ります。 

・災害時に不足する人的・物的資源の支援を要請するため、関係機関や医師会、運送関係企業等の団体・民間

企業・事業所との協定を締結し、連携の構築を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】   ※施工箇所は予定のため、変更する場合がある 

事務事業名 区分 R6 予算額 

防災施設整備事業 【総務課】 継続 6,012 千円 

都市防災総合推進事業（豊岡地区避難路、川崎地区避難路、是城地区避難路、中の二地

区避難路、中の三地区避難路、通学路安全） 【都市建設課】 
継続 80,300 千円 

緊急自然災害防止対策道路改良事業（宮川、是城地区、赤山仁王線、江島線） 

【都市建設課】 
継続 7,500 千円 

急傾斜地崩壊対策事業（県営事業）（新町地区、薬師丸地区、今井地区、楠地区） 

【都市建設課】 
継続 16,100 千円 

急傾斜地崩壊対策事業（町営事業）（日比浦） 【都市建設課】 継続 10,000 千円 

雨水出水浸水想定区域図作成業務 【上下水道課】 新規 4,334 千円 

防災放送アプリ導入業務委託料（防災施設整備事業） 【総務課】 新規 5,346 千円 

災害予防に関する事前伐採事業 【総務課】 新規 500 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・災害協定の締結先を拡充するために企業に対して打診します。 

・継続して避難所設営研修を職員向けに行います。 

・災害に対応するための工事事業を実施します。 

・災害時の雨水による浸水への対応を検討します。 

 



3－2 安全な暮らしの推進 

担当課：総務課、政策企画課、都市建設課 

■施策の指標・方針 

【めざす姿】 

犯罪や交通事故が少ない安全で安心なまちとなっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

刑法犯認知件数 前年比減 

交通（人身）事故発生件数 45 件 

【指標の方向性】 

・杵築日出警察署、日出町防犯協会連合会、自主防犯組織等との連携により、犯罪発生の抑止を図ります。 

・交通安全環境の向上に努めるとともに、関係機関や各種団体と連携し交通安全意識の高揚を図ることで交

通事故発生件数の減少をめざします。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 3-2-1 防犯対策の推進 

【めざす姿】 

各種団体等との連携により、犯罪発生の抑止が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

刑法犯認知件数（年間） 前年比減 

自主防犯組織（防犯パトロール隊）数 12 団体 

【指標の方向性】 

・杵築日出警察署、日出町防犯協会連合会、自主防犯組織等との連携により、犯罪発生の抑止を図ります。 

・自主防犯組織の新規結成を支援するとともに、活動中の組織の解散を抑止するため、自主防犯組織の活動

を支援します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

防犯対策事業 【総務課】 継続 4,122 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・杵築日出警察署、日出町防犯協会連合会、自主防犯組織等と連携して事業を推進します。 

・特殊詐欺等防止機能付き電話機の購入費補助の制度を広報し、普及を図ります。 



・現在の自主防犯団体に対して活動を支援し存続を図るとともに、区長会や防災士会と連携し、新規自主防

犯団体の設立を模索します。 

 

 

基本事業 3-2-2 交通安全活動の推進 

【めざす姿】 

関係機関や団体との連携による交通安全に関する行事や広報・啓発活動の充実を図り、町全体で交通安全

運動が推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

免許返納支援事業利用者数（年間） 134 人 

高齢者体験型交通安全教室参加者数（年間） 115 人 

街頭指導回数及び広報活動回数（年間） 77 回 

【指標の方向性】 

・新型コロナ感染症が落ち着いたため、「いきいき交通安全体験教室」への参加人数を見直す段階ですが、参

加を呼びかける先の老人会自体が減少傾向にあるため、広報誌の活用等参加者呼びかけへの対策を講じる

必要があります。 

・免許返納支援事業も引き続き広報誌や SNS などを通じて広報活動を行うことで高齢者の事故減少を目

指します。 

・免許返納支援事業については、高齢者を抱える家族に対する広報にも取り組みます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

交通安全対策事業【総務課】 継続 3,872 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・杵築日出警察署、日出町防犯協会連合会、自主防犯組織等と連携して事業を推進します。 

・特殊詐欺等防止機能付き電話機の購入費補助の制度を広報し、普及を図ります。 

・現在の自主防犯団体に対して活動を支援し存続を図るとともに、区長会や防災士会と連携し、新規自主防

犯団体の設立を模索します。 

 

  



基本事業 3-2-3 交通安全施設等の整備 

【めざす姿】 

危険個所への交通安全施設の整備、充実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

危険個所に対する安全対策実施割合（累計） 95.0％ 

【指標の方向性】 

・危険個所へのガードレールやカーブミラーなど、交通安全施設の整備および従来施設の適切な維持管理に

努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

交通安全施設維持管理事業【都市建設課】 継続 8,000 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・パトロール及び査定を適宜行うとともに、緊急性が高い危険個所については、早期に安全性が確保できる

ようにします。 

・適切な予算の確保を行います。 

 

 

基本事業 3-2-4 消費者保護対策の推進 

【めざす姿】 

消費者が、消費生活に関する正しい知識を習得し、安心して生活できる環境が整っている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

消費者相談に対する助言・斡旋回数（年間） 33 件 

高齢者・若年層への啓発活動回数（年間） 11 回 

【指標の方向性】 

・大分県消費生活センター等との連携を強化し、相談体制の充実を図ります。 

・出前講座等を実施し、消費者教育の推進に努め、特殊詐欺被害の減少に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

消費者行政費 【政策企画課】 継続 1,532 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・消費者相談の体制は維持しながら、住民の相談窓口についての理解と浸透につながる啓発活動を行いま

す。 

・消費生活の問題は未然に防ぐための町民の意識の向上も大切だが、実際に消費生活問題の被害に遭遇し



た時に、不安を相談して安心安全な暮らしを取り戻すためのサポート体制が必要です。サポート体制が活用

されるために、消費生活相談窓口の町民の理解と浸透を図ります。 

 



3－3 消防・救急体制の充実 

担当課：総務課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

消防救急体制が充実し、町民の安心につながっています。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

火災発生件数 1 件 

消防団組織率 88.1％ 

【指標の方向性】 

・火災予防広報等により、火災発生の抑止を図ります。 

・火災予防・初期消火活動の重要な役割を担う消防団員の確保に努めます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 3-3-1 火災予防の推進 

【めざす姿】 

防火意識の高揚、関係団体等による迅速な消火活動の実践により、火災予防、火災被害抑制が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

火災発生件数 1 件 

延焼発生件数 0 件 

【指標の方向性】 

消防団による火災予防広報の実践や地域・家庭における初期消火訓練や消火・防火用品の備え置きの普及

啓発を行い防火意識の高揚を図るとともに、杵築速見消防組合及び消防団による迅速な消火活動の実践に

より火災の被害を可能な限り抑制するよう努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

消防団運営事業 継続 29,046 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・消防団による火災予防広報は継続しつつ、学校で紙芝居等を用いた火災予防授業を行うことにより町民全

体の火災予防に対する意識が高まるよう努めます。 

 



基本事業 3-3-2 地域消防力の充実・強化 優先 

【めざす姿】 

杵築速見消防組合の管理運営、消防団の団員の確保・装備品の充実等により、地域における消防力が充実し

ている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

消防団員組織率 88.1％ 

消防学校課程修了団員数（年間) ※操法課程除く 2 人 

更新計画年数（20 年）を経過した積載車台数（削減目標） 0 台 

更新計画年数（20 年）を経過した小型動力ポンプ台数（削減目標） 0 台 

【指標の方向性】 

火災予防・初期消火活動の重要な役割を担う消防団の団員確保及び装備品の充実・強化を推進するととも

に、消防署との訓練や消防学校課程を通して消防団員の消火技術等の向上を図り、地域消防力の充実・強化

に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

消防施設整備事業 継続 6,012 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・引き続き消防団員の獲得に努めます。 

・機能別消防団の設立及び増員に努めます。 

・ニーズ調査の結果から、団員の不満度が高い取り組みや負担が大きい活動について、改善を図ります。 

 



政策４ 【産業振興】 産業振興により活力あるまちをつくる 

4－1 商工業の振興 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

商工業者の経営安定や経営基盤の強化、創業に対する各種支援の充実を図り、町内商工業のさらなる振興

が促進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町内事業所数 1,186 件 

【指標の方向性】 

中小企業支援、創業支援を積極的に展開することによって町内事業所数の増加につなげ、町内全域での商

工業振興につなげます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 4-1-1 中小企業の支援 重プ③ 

【めざす姿】 

中小企業者が設備投資に取り組みやすい環境が整備されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

企業訪問件数（累計） 96 件 

広報紙による制度周知（累計） 8 件 

町 HP(事業者支援情報)アクセス数（年間） 7,500 件 

ふるさと納税返礼品数（累計） 500 品 

ふるさと納税額（年間） 9.5 億円 

【指標の方向性】 

・法令等に基づく中小企業支援・雇用関連施策の活用を促すため、積極的に企業訪問を実施し、個別説明を

行います。 

・法令等に基づく中小企業支援施策や雇用関連施策の活用を促すため、広報紙等を通じた制度周知に努め

ます。 

・販路拡大と販売支援を目的とした、ふるさと納税返礼品数の増加に努め、企業収益が増加するよう取り組



みます。また、ふるさと納税の PR 等を推進します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

商工団体振興対策事業 継続 6,140 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・引き続き企業訪問実施と企業の要望事項を踏まえた支援施策の構築に取り組む。 

 

 

基本事業 4-1-2 創業の支援と推進 重プ③ 

【めざす姿】 

商工会やツーリズム協会等の関係機関との連携が深まり、各種支援施策が効果的に展開されることによっ

て、創業しやすい環境整備が図られ、町内全域で創業者が増加している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

創業スクール等参加者数（累計） 235 人 

商店街の空き店舗等所有者への意向調査 ― 

商店街の活性化に向けたワークショップ等の開催回数（累計） 3 回 

空き店舗等を活用したトライアルスペースの利用事業者数（年間） 8 件 

創業者件数（累計） 47 件 

【指標の方向性】 

・商工会やスタートアップセンターで開催する創業スクール等の参加者を増やすことで、創業希望者の支援を

実施します。 

・空洞化が進む商店街の活性化を図るため、商店街で空き店舗等になっている物件について、所有者に意向

調査を行います。活用可能な物件については、創業希望者等に対してトライアルスペースとして貸し出しを行

うことにより創業を支援するとともに、商店街の賑わいづくりにも取り組みます。同時に、関係者や有識者を

集めたワークショップ等を開催することで、商店街の活性化に向けた道筋を見出していきます。 

・創業予定者への相談支援をはじめ、直接的・間接的な支援を複合して展開することで、創業者件数の増加

を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

創業支援事業 継続 240 千円 



店舗対策事業 継続 800 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和４年度に実施した空き店舗調査の結果を元に地図などを作成し、創業スクール受講者等に対して情報

提供するとともに活用を促す。 

・上記に継続して取り組むとともに、中心商店街で創業した方を対象としたワークショップを行う。 



4－2 農林業の振興 

担当課：農林水産課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

担い手確保、生産性向上、農地保全など様々な活動により魅力と活力ある農業が行われている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

園芸の産出額 7.3 億円 

畜産の産出額 3.9 億円 

集落が取り組む共同活動件数 28 件 

【指標の方向性】 

・担い手の確保・育成に努め、米作から高収益な園芸作物への転換など構造改革を進めることにより農業産

出額の向上に努めます。 

・人・農地プランの取組、中山間地域等直接支払事業、多面的機能支払交付金、棚田振興法による事業等を

活用し生産活動や環境保全等に主体的に取組む集落活動を推進します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 4-2-1 地域農業を支える人づくり 

【めざす姿】 

中核的な担い手の育成、新規就農者の確保のほか、集落営農の推進など多様な担い手の確保・育成が図ら

れている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

認定農業者新規認定件数（累計） 8 件 

サポートチームによる新規就農者への営農支援（累計） 16 回 

法人化を志向する農業者への相談支援（累計） 4 件 

【指標の方向性】 

農地の情報収集やマッチングなど新規就農者の確保に取組むとともに、中核的な担い手の育成、女性の経

営参画に努めます。また、集落営農組織の運営や農業法人への支援、企業参入、新規就農者、法人化志向農 

業者に対して関係機関と連携し、経営発展を支援します。 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

大分県親元就農給付金事業 継続 1,000 千円 

大分県産地が取り組むファーマーズスクール等支援事業 拡充 600 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・ファーマーズスクール受講生 2 組が不安なく就農できるように支援を継続します。具体的には、就農コーチ

への支援（25,000 円/月）、就農する農地の確保（候補地の紹介）、県振興局・ＪＡ等関係機関との定例会を

開催し支援策の共有を図ります（1 回/月）。 

・ファーマーズスクール終了後は、ハウスミカン生産に必要な設備の整備に対する支援を実施します。 

 

 

基本事業 4-2-2 魅力あふれるものづくり 

【めざす姿】 

地理的条件の強みを活かし、品目や産地の拡大、特色のある生産品目の産出、販路拡大等の取り組みが強化

されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

｢園芸団地づくり計画｣に基づく品目の増加作付面積 7.0ha 

家畜飼養頭数 

和牛 240 頭 

乳牛 355 頭 

養鶏 362 千羽 

養豚 5,797 頭 

環境保全型直接支払事業取組み件数 1 件 

ふるさと納税返礼品数（農業・畜産関連） 50 品 

【指標の方向性】 

・各関係機関と連携し、園芸団地づくり計画での推進品目であるトマト、キウイフルーツ等の生産振興に努め

ます。 

・畜産業の振興は農業生産額の増加に寄与します。各畜産農家の規模拡大、経営安定化もあわせ各関係機関

と連携強化を進めることで目標の達成を図ります。 

・環境保全効果の高い営農活動を行う経営体を支援します。 

・ふるさと納税制度を活用した販路の拡大に努め、目標の達成を図ります。 

 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

環境保全型農業直接支払交付金 継続 267 千円 

園芸産地づくり計画策定・推進事業（日出町新規作物生産支援事業） 継続 600 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・引き続き作付面積の増加を図るとともに、新たに取り組む農業者の支援を継続します。 

・ふるさと納税返礼品への登録については、生産者への働き掛けを行い、品目数の増加を図ります。 

・新規作物として「白いスイートコーン」への支援を行い、日出町の新たな特産品化を図ります。 

 

 

基本事業 4-2-3 活力ある地域づくり 重プ③ 

【めざす姿】 

生産活動に取り組める環境づくりが推進され、地域住民等との連携により農山村の多面的機能の保全が図

られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

「人・農地プラン」実質化件数 15 件 

有害鳥獣駆除数（年間） 
猪 540 頭 

鹿 170 頭 

中山間地域直接支払事業取組み集落数（累計） 7 集落 

多面的機能支払事業取組み団体数（累計） 8 団体 

【指標の方向性】 

・地区座談会等を開催し、地域住民主体による農地等の環境保全を推進するとともに地域の担い手育成を

図ります。 

・町猟友会との連携・支援により、継続して生産性・収益性に影響を及ぼす鳥獣害への対応を図ります。 

・中山間地域の傾斜地等、条件不利地域で取り組む集落の共同活動を支援します。 

・農地、水路、農道等の管理共同活動を行う団体を支援します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

国東半島宇佐地域世界農業遺産認定市町村支援事業 継続 1,000 千円 

農地集積・集約化事業 継続 3,381 千円 

地域計画策定事業 新規 16,728 千円 



【令和 6 年度 取組方針】 

・「人・農地プラン」は令和５年度より法改正により「地域計画」へと移行したため、令和 6 年度において少なく

とも 10 集落での作成を図ります。 

・猟友会と連携し効果的な有害鳥獣駆除を行います。 

・中山間地・多面的の両直接支払制度については、既存の取り組みが継続できるように引き続き支援してい

きます。 

 

 

基本事業 4-2-4 生産基盤の保全・整備 

【めざす姿】 

生産・生活基盤の整備により、生産性の効率化や利便性の向上、災害に強い農山村づくりが図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

森林環境譲与税の有効活用による事業数 2 事業 

防災・減災対策としての活用事業数 6 事業 

土地基盤整備の新規取り組み地区数 1 地区 

地籍調査実施進捗率 78.0％ 

【指標の方向性】 

・新たな財源を活用し、防災減災対策にむけた森林事業に取り組みます。 

・防災減災対策として国・県補助事業の活用を図ります。 

・農業生産の基盤となる土地、水利条件等の整備を行います。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

有害鳥獣被害防止対策事業 継続 12,303 千円 

特定家畜伝染病防疫対策事業 継続 800 千円 

繁殖雌牛安定生産対策事業 継続 1,050 千円 

森林環境整備事業 継続 5,814 千円 

機構集積支援事業 継続 4,193 千円 

後継牛能力向上対策事業 新規 400 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・多面的機能支払交付金事業については地区数・実施面積の拡大を推進します。 

・鳥獣被害対策事業については、日出町猟友会と連携しながら捕獲を実施します。 



・森林事業については、仁王農道の竹林伐採を行う予定です。 

・土地基盤整備については川崎敷田井地区の事業実施が決定していれば測量・設計を行う予定です。 

・防災・減災事業としては颪ヶ迫ため池（大神地区）において設計を行う予定です。 



4－3 水産業の振興 

担当課：農林水産課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

良好な漁業環境の保全、資源管理漁業を推進し、生産性が高く持続可能な漁業が行われている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

漁獲量 166t 

漁獲高 1.29 億円 

1 経営体当たりの販売金額 7.3 百万円 

大神市場における正・准組合員の平均水揚高 148 万円 

【指標の方向性】 

・中間育成施設を利用したマコガレイ大型種苗（12cm）の育成・放流を継続して行うとともに、その他の魚種

の種苗放流を実施し、水産資源の増大に努めます。 

・漁獲量の増加を目指すとともに、イベント等での PR や地産地消の推進に努め、魚価の向上を図ります。 

・漁業者所得の向上を推進するため、大神市場の活性化や資源管理型漁業の継続に加え、地産地消の推進、

マコガレイ漁獲量の増大に取り組みます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 4-3-1 地産地消・消費拡大の推進 優先 

【めざす姿】 

各種イベントの開催や食育活動の推進などによる地場水産物の PR や魚食普及の取り組み、市場やふるさ

と納税制度などを活用した消費拡大の取り組みが促進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

魚介類消費拡大イベント参加回数（年間） 5 回 

地場産魚介類消費拡大イベント開催数（年間） 4 回 

市場情報発信回数（年間） 12 回 

ふるさと納税返礼品数（水産物・漁業関係） 33 品 

【指標の方向性】 

・地元漁業者と協力してイベント等への出店を行い、PR 活動に取り組みます。 



・町民を対象とした捌き方教室や魚の説明会、加工品開発などに取り組み魚の消費拡大を図ります。 

・情報発信を行い、市場の知名度向上に向けた PR 活動を実施します。 

・水産物や水産加工品の掘り起こしや観光との連携により、魅力ある返礼品づくりに取り組みます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・各種イベントについては、漁協と連携し実施します。 

・市場情報発信については、月１回を目標にホームページ上で情報発信を行います。 

・ふるさと納税の返礼品については、漁協及びまちづくり推進課と連携し、返礼数を増やします。 

 

 

基本事業 4-3-2 魅力あふれるものづくり 

【めざす姿】 

資源管理型の推進により漁業消費者のニーズに応じた水産物の安定供給が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

マコガレイ放流尾数 1 万 7 千尾 

クルマエビ放流尾数 29 万尾 

ガザミの放流尾数 6 万 5 千尾 

【指標の方向性】 

・マコガレイの中間育成を行い、12ｃｍの大型種苗に成長させ、放流するとともに、漁業者を対象にしたアン 

ケート調査を実施し漁獲量の把握を行います。 

・クルマエビ稚魚の放流を行うとともに、放流籠等を利用し、効果的な放流を行います。 

・ガザミ稚魚の放流を行うとともに、放流籠等を利用し、効果的な放流を行います。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

広域型増殖場中間育成事業 拡充 4,155 千円 

稚ナマコ生産技術開発事業 新規 1,050 千円 

マコガレイ育成環境整備事業 新規 7,596 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・引き続きマコガレイ放流稚魚の大型化と放流数の拡大を図ります。 

・ナマコの育成方法を確立するとともに、将来的に漁業者の新たな収入源となる方法を模索します。 

・中間育成施設でのマコガレイの養殖の可能性を検討します。 

  



基本事業 4-3-3 担い手の育成確保 

【めざす姿】 

意欲ある若者が新規参入し、継続して漁業に携わるための環境が整備されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

新規就業者数及び漁業後継者数(年間） 4 人 

漁業 PR 活動回数（年間） 4 回 

【指標の方向性】 

・青年就業準備給付金の給付や長期研修に対する助成を行うとともに、関係機関と連携し、受け入れ先の確

保に努めます。 

・関係機関と連携し、学生や漁業に関心がある就業希望者・移住希望者などに対する情報発信に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・まちづくり推進課や漁協と連携し、新規就業者数及び漁業 PR 活動回数の向上を図ります。 

・就業希望者に対しては、各種制度の説明を行うなどきめ細やかな対応を行います。 

 

 

基本事業 4-3-4 漁港施設の維持管理 

【めざす姿】 

漁港・漁場施設の計画的な整備や長寿命化･災害対策が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

漁港等老朽化対策対象施設数 1 施設 

藻場の新規保全箇所数 1 箇所 

【指標の方向性】 

・老朽化が進む施設の長寿命化を図るため、計画的な点検・補修を行い、漁業就労者の労働環境改善につな

がる安全・安心な施設整備に取り組みます。 

・魚の生息場所であるアマモ場の再生に向け、アマモの保全箇所数の増加に取り組みます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

引き続き、財政課等と協議しながら事業実施を図ります。 

 



4－4 観光業の振興 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

魅力的な観光スポットを周遊でき、洗練された滞在プランが豊富な日出町に年間を通じて多くの人が訪れ

ている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

観光消費額 69.0 億円 

観光入込客数 128.5 万人 

観光宿泊客数 26.8 万人 

【指標の方向性】 

・各関係機関と連携し、観光資源の魅力向上、情報発信に努めるとともに、通所から滞在・宿泊といった観光

戦略を促進することで観光消費額の向上を図ります。 

・本町の多彩な観光資源を最大限に活用することにより、本町の魅力を高めるとともに、観光情報の積極 

的な発信や観光ＰＲ活動を充実させ、観光客の増加を図ります。 

・宿泊客、滞在型観光客の増加を図るため、回遊ルートや参加・体験型観光プランの造成を観光事業者や 

関係機関、近隣市町村との連携のもとで広域的に推進します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 4-4-1 効果的な情報発信 

【めざす姿】 

町の魅力を多様な媒体を通じて効果的に発信し、情報を受け取る側の観光消費意欲を向上している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

観光情報サイトアクセス数（年間） 27 万 pv 

観光消費（飲食・購買等）につながるコンテンツのサイト掲載数 145 ページ 

観光パンフレットの設置箇所数（町内外を問わず） 96 箇所 

【指標の方向性】 

・町の魅力や様々な観光情報を、特にインターネット系メディアにて重点的に発信し、来訪欲求を高めます。 

・観光消費につながるようなコンテンツを積極的に発信することで、地域経済の活性化につなげます。 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

観光振興事業 継続 14,305 千円 

観光親善大使コラボ事業 新規 3,335 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・SNS や旅行情報サイトを活用した個人旅行客の誘客、メディアへの取材協力や情報発信によるパブリシテ

ィの強化を行います。 

・令和６年度開催の福岡・大分デスティネーションキャンペーンにおいて広く広告宣伝を行います。 

・町制 70 周年を記念して、日出町観光親善大使に任命した Ryu Ambe 氏とコラボレーションし、デザイン

ブランディングによる 70 周年の機運醸成と町内事業者の売上向上を図ります。 

 

 

基本事業 4-4-2 コンテンツのブラッシュアップと造成 

【めざす姿】 

観光ニーズに沿った周遊型・滞在型・地域連携型の魅力ある観光プランの展開と、効果的な情報発信により

来訪者が増えている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

観光滞在プラン(周遊､滞在､地域連携型)の商品化数 35 プラン 

団体ツアー客誘致促進数 186 件 

【指標の方向性】 

・良質な日出町の自然環境の絶景スポットを「魅せる」、恵まれた町内外に誇れる海の幸、山の幸を「食する」、

伝統ある歴史・風土を「体験する」を基軸として、新規体験型コンテンツ、新規ツアー商品を開発します。 

・点在する観光スポットを点から線、線から面へと観光地の連結・形成を図り、さらに近隣市町村と広域連携

し、周遊ルートの形成と観光プランを作成し、目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

城下かれい祭り費 継続 12,000 千円 

ザビエルの道ウオーキング大会費 継続 700 千円 

デスティネーションキャンペーン関連事業 継続 977 千円 

観光誘客促進事業 新規 3,200 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・前年度に引き続き、デスティネーションキャンペーン向けの観光商品を造成します。 

  



基本事業 4-4-3 組織強化と連携 

【めざす姿】 

観光に関わる関係機関が共通の目標のもと一体となって、観光振興に取り組むことによって、来訪する人が

増え観光業の振興が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ひじ町ツーリズム協会 会員数 190 団体 

二の丸館販売コーナーの売上額 685 万円 

観光拠点(二の丸館)年間来館者数 49,900 人 

【指標の方向性】 

・令和元年９月に一般社団法人化したひじ町ツーリズム協会との連携を強化することにより、組織の体質強

化を図ります。 

・観光振興と地域活性化を目的に日出町、ひじ町ツーリズム協会、日出町商工会等の関係団体が一体となり、

地域全体で「観光おもてなし」体制の確立を図ることで目標の達成をめざします。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

ひじ町ツーリズム協会補助事業 継続 15,194 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・より良い団体となるよう支援を継続します。 

 



4－5 企業誘致と雇用の創出 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

書く施策の充実により、多くの企業が立地し、企業活動の活性化が図られ、町内雇用も創出されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

企業誘致件数（令和３～７年度の累計） 12 件 

雇用創出数（①＋②）累計 400 人 

 

新規雇用予定者数① 

※企業誘致（新設、増設）による新規雇用予定者数 
― 

新規雇用予定者数② 

※半島振興法等に基づく支援による新規雇用予定者数 
― 

【指標の方向性】 

・川崎工業団地周辺の土地等を活用した県外企業の誘致や町内企業の増設を推進し、町内企業間連携が生

まれる環境を構築するとともに、経営力の強靭化が図られるよう取り組みます。 

・企業誘致による雇用創出を図るとともに、法令等に基づく企業支援による新たな雇用を生み出し、雇用 

の場の確保と企業の業績向上に努めます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 4-5-1 企業誘致の推進 重プ③ 

【めざす姿】 

企業情報の収集及び県外企業の訪問など、企業誘致へつながる取り組みが行われている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

企業訪問件数（累計） 96 件 

町 HP(適地情報)アクセス数(年間） 4,800 件 

大分県との連携事業を含めた県外企業訪問件数(累計） 48 件 

【指標の方向性】 

・町内企業の増設予定等の情報収集、企業立地に関する分析調査を図るため、積極的な企業訪問を実施しま

す。 



・町 HP の適地情報ページの改善を行うとともにアクセス数の増加を図り、県外企業の誘致につなげます。 

・県や県外事務所と連携による企業訪問の実施及び企業実態の分析調査結果による効率的な県外企業訪問

を展開し、誘致を推進します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

企業立地推進事業 継続 31,253 千円 

川崎工業団地造成事業 新規 264,441 千円 

立地意向調査委託事業 新規 2,050 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・企業誘致活動を継続する。 

・川崎工業団地北側用地に進出する企業がスムーズに立地できるよう造成工事を行う。 

 

 

基本事業 4-5-2 雇用の場の確保 重プ③ 

【めざす姿】 

雇用の拡大に直結する企業誘致が促進されるとともに、雇用関連施策等の情報発信を通じた雇用の場が確

保されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

企業訪問件数（再掲） 96 件 

広報紙による制度周知（再掲） 8 件 

町 HP(事業者支援情報)アクセス数（再掲） 7,500 件 

法令に基づく中小企業支援を受けた事業者数(累計） 57 件 

【指標の方向性】 

・法令等に基づく中小企業支援施策や雇用関連施策の活用を促すため、積極的な企業訪問を実施し、個別説

明を行います。 

・法令等に基づく中小企業支援施策や雇用関連施策の活用を促すため、広報紙等を通じた制度周知に努め

ます。 

・半島振興法や生産性向上特別措置法等を活用する事業者を増やし、設備投資等を促すことで雇用の場の

確保に取組みます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

日出町シルバー人材センター支援事業 継続 6,036 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・どこの自治体においても雇用対策事業の実施が課題となっていることから、他団体の取組を参考にしなが



ら新たな事業を構築していきます。 



政策５ 【自然・生活環境】 自然と都市機能が調和したまちをつくる 

5－1 生活・自然環境の保全 

担当課：住民生活課等 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

人と自然が共生する緑豊かな美しいまち 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

自然が保全されていると考える町民の割合 82.0％ 

町民 1 人あたりの 1 日あたり家庭ごみ排出量 550g 

【指標の方向性】 

・美しく豊かな自然と共存・共生する生活環境や暮らしを本町の文化として将来にわたり引き継ぐために、環

境保全意識の高揚を図り、町民・事業者・行政が一体となった体制づくりを進めます。 

・分別の徹底と食品ロス削減の取り組みを進め、家庭から出るごみの排出量の削減を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 5-1-1 環境保全対策の推進 優先 

【めざす姿】 

公害の未然防止と環境保全に向けた施策が計画的に推進されることにより、行政、町民、事業者、それぞれ

において環境保全の取り組みが進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

公共用水域の環境基準（BOD・COD）達成率 100％ 

生活排水処理率 85.0％ 

SDGs ネットワーク登録者数(累計) 40 人 

町施設の電気使用量と電気使用料金(年間) （削減目標） 
2,600,000kw 

54,427 千円 

【指標の方向性】 

・町民・事業所への周知啓発を図るとともに、合併処理浄化槽の普及促進や公共下水道の整備推進を図り、

水質の保全を図ります。 

・体験型エコワークショップ等を開催し、町民、事業所、行政が一体となり循環型社会の形成に向けた取り組



みについて検討を進めます。 

・環境負荷の少ない設備の導入と、再生エネルギーの活用、節電対策を徹底し、目標達成を図ります。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・町民・事業所への周知啓発を図るとともに、合併処理浄化槽の普及促進や公共下水道の整備推進を図り、

水質保全を図ります。 

・住民、事業所、行政が一体となり循環型社会の形成に向けた取り組みについて検討を進めます。 

･環境負荷の少ない設備の導入と、再生可能エネルギーの活用、節電対策を徹底します。 

 

 

基本事業 5-1-2 ごみの減量とリサイクルの推進 

【めざす姿】 

ごみの減量化に向け４R 運動の必要性について周知・啓発の取組が進み、町民意識が高揚し、町民・事業者

双方でごみの減量とリサイクルに向けた取り組みが推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

資源化（リサイクル）率 9.5％ 

搬入ごみ展開検査実施回数（年間） 3 回 

広報等による啓発回数（年間） 6 回 

【指標の方向性】 

・分別指導の徹底及び啓発等により、達成をめざします。 

・藤ケ谷清掃センターと連携して、定期的にごみの展開検査を実施し、ごみの分別状況を確認し、実態把握と

不適正事案への指導を行います。 

・町民の分別状況を踏まえ、広報等で適正な分別について周知を行い、資源化率の改善を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

ごみ減量化推進事業 継続 1,395 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

リサイクルの活動の一環として他市町村（大分市の一部の店舗）で行われているデポジット（各店で使えるポ

イント）容器回収（ボトル to ボトル）を町内でも設置してもらえるよう各店舗と相談し、さらなるごみの抑制

に努めます。 

 

  



基本事業 5-1-3 生活衛生の推進 

【めざす姿】 

町民意識が向上することで、より快適で衛生的な生活環境となっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

生活衛生(ペット､野焼､騒音､悪臭等）に関する年間苦情件数（削減目標） 53 件 

狂犬病予防注射率 57.0％ 

【指標の方向性】 

・指導啓発、関係機関との連携強化により苦情件数の減をめざします。 

・勧奨と周知啓発を推進することにより、目標の達成をめざします。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

一般廃棄物処理対策事業 拡充 260,058 千円 

猫の不妊・去勢手術費補助金（環境衛生費） 継続 250 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・雑草等越境の苦情の多くが、空き地・空き家の増加、管理不足によるものであり、高齢化に伴い今後も増加

するものと考えられます。令和５年４月の民法改正により、場合によっては、越境された土地所有者でも、越

境した枝を自ら切り取ることができるという特則が追加されたため、長年解決に至っていない事例が解決し

継続的な苦情の減少が期待できます。 

・危険ごみ（カセットボンベ、充電池等）の分別回収を開始します。 



5－2 良質な水道水の安定供給 

担当課：上下水道課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

いつでも安全で良質な水道水を利用できている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

上水道有収率 82.0％ 

【指標の方向性】 

・安定した水道水の供給のため、老朽管の計画的な布設替えと漏水調査の効果的な実施により有収率の向

上を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 5-2-1 安全な水の安定提供 優先 

【めざす姿】 

原水から給水に至る一貫した監視と水質管理が行われ、老朽化した施設の更新が進み、安定して良質な水が

供給されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

給水原価 106 円 

老朽管の更新率 1.20％ 

【指標の方向性】 

・給水原価については 2.2 ポイント悪化しているが、これは、職員数の減や電気料金の入札による動力費が

減少するものの、老朽施設の更新にかかる調査費等が増額となるためです。 

・計画に基づく老朽管更新事業を進め、老朽化の進行を抑制し、水準維持に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和５年度において水道及び下水道に係る業務委託を統合する等、委託内容の見直しを図ってきました。

経常経費の抑制は非常に厳しいものがありますが、研究を続けていきます。 

・老朽管布設替の延長を伸ばしていきます。 

 

 

 

 



基本事業 5-2-2 水道施設の強靭化 

【めざす姿】 

地震等の自然災害や不測の事態などに備え、ライフラインである水道施設の強靭化が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

耐震化実施施設数（累計） 8 施設 

【指標の方向性】 

基幹施設のほか、給水区域内における重要給水拠点に連絡する基幹管路から優先度をつけて耐震化に取り

組みます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和５年度に南端地区と自然郷地区の老朽管を一斉に更新するよう計画を見直したため、三尺山高架水槽

の改築工事は R6 に延期します。 

・萱場受水槽については、耐震化を行わず取り壊す予定です。 

 



5－3 汚水処理の推進 

担当課：上下水道課・住民生活課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

生活排水が上下水道や合併処理浄化槽によって適正に処理され、海や川が美しく保たれている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

水洗化率 75.5％ 

水洗化人口 20,949 人 

【指標の方向性】 

公共用水域の水質保全のためには、公共下水道、漁業集落排水、農業集落排水及び合併処理浄化槽による

総合的な汚水処理の推進が必要です。各生活排水処理施設の適正な維持管理及び接続率、設置率向上に努

めます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 5-3-1 生活排水処理施設の整備 

【めざす姿】 

効果的・効率的な下水道整備と接続率の向上、区域外への合併処理浄化槽設置促進により、生活排水の適

正処理が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

生活排水処理率 84.5％ 

下水道接続率 83.0％ 

【指標の方向性】 

・公共下水道については整備区域の見直しを行い、効率的に整備を進めるとともに、老朽化した施設の更新

や計画的な耐震化対策を講じます。 

・整備区域外については水質保全の必要性を啓発し、合併浄化槽設置促進を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

合併処理浄化槽設置整備事業 【住民生活課】 拡充 11,737 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和１２年度の概成を考慮しつつ計画的に整備を進めるとともに、地元説明会等を開催し接続への理解を

求めます。 



基本事業 5-3-2 健全な下水道経営の推進 優先 

【めざす姿】 

企業会計の導入に伴い、多角的な経営分析と適正な受益者負担により安定的に下水道事業が運営されてい

る。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

経費回収率（公共･漁集･農集事業の計) 111.0％ 

汚水処理原価（公共･漁集･農集事業の計) 151.01 円／㎥ 

【指標の方向性】 

下水道施設の更新や人口減少に伴う使用料収入の減少等の課題に対して、経営戦略を見直し、経営状況の

正確な把握に努め、今後の健全かつ継続的な事業経営を目指します。 

【令和 6 年度 取組方針】 

経費の削減努力は引き続き行い、料金改定を実施し安定した経営運営を行います。 

 



5－4 快適な都市機能の充実と景観まちづくりの推進 

担当課：都市建設課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

計画的な土地利用によって、自然と都市機能が調和したまちが形成され、安心して快適に暮らせるまちとな

っている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

住宅や商業施設・病院・公園などが計画的に開発・配置されていると思う

町民の割合 
68.1％ 

土地政策・道路整備等の誘導施策に伴い新築された住宅数 

（R３〜７年度累計） 
80 戸 

【指標の方向性】 

・都市計画等の各種計画に基づく誘導等を図ります。 

・戦略性を持った土地利用方針に基づき、宅地開発や企業立地等のニーズを十分に踏まえた計画的な道路

整備を行う事により目標の達成を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 5-4-1 都市計画街路・町道などの整備 重プ② 

【めざす姿】 

効率的効果的な道路整備により、宅地開発や企業立地が促進され、町の賑わいが創出されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

都市計画路の整備率 62.1％ 

町道改良率 68.0％ 

橋梁長寿命化整備数（累計） 19 箇所 

【指標の方向性】 

・地域拠点を結ぶ生活軸は、常生活圏と中心市街地を結ぶ暮らしを支える重要な軸のため、既存道路の改良

や計画的な整備を行います。 

・中心市街地内の道路では、歩道の未整備など、安全な道路空間が不足しているため、引き続き整備を推進

するとともに既存ストックの定期点検を実施し、長寿命化整備等を計画的に行います。 

 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】   ※施工箇所は予定のため、変更する場合がある 

事務事業名 区分 R6 予算額 

道路維持補修事業（年間 200 件～300 件 修繕実施予定、町内全域） 継続 36,972 千円 

道路長寿命化事業（豊岡住宅団地線、須崎新田線、宮町線、豊岡小学校線、神田柏川線） 継続 17,650 千円 

活力創出基盤整備総合交付金事業（平原新貝深江港線、榎竹光線、鹿倉線、早水台

線） 
継続 46,118 千円 

道路舗装改良費（豊岡住宅団地線、須崎新田線、宮町線、豊岡小学校線、神田柏川線） 継続 14,700 千円 

道路改良事業（県営事業）（別府山香線、日出真那井杵築線） 継続 16,047 千円 

橋梁維持費（町内全域） 継続 22,700 千円 

半島振興道路等整備事業（原山東西線、則次辻の尾線、豊岡駅前線（太田工区）、鷹匠

線、辰口金松線、瀬之上線、庚申平線） 
継続 19,500 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・須崎新田線のルート見直しを基本として、都市計画変更を行います。 

・補助事業で、平原新貝深江線、榎竹光線、鹿倉線、早水台線の整備を継続して行います。 

・Ⅲ判定の大神橋の補修を行い、10 橋の点検を行います。 

・要望を受けた箇所の舗装打ち換え、法面対策、排水対策、狭小区間の拡幅を行います。 

・要望を受けた箇所の道路修繕を随時行います。 

 

 

基本事業 5-4-2 計画的な土地利用と市街地整備の充実 重プ② 

【めざす姿】 

効率的かつ効果的な土地利用が推進され、公園づくりや公園環境の充実が図られている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

都市計画における土地利用の誘導策となる計画の策定 策定検討 

まちづくりワークショップの開催（年間） 1 回 

公園の設備に満足している町民の割合 69.0％ 

糸ヶ浜海浜公園の利用者数（年間） 

※宿泊客・日帰り客の合算 
46,900 人 

豊岡公園の整備率（括弧内は整備エリアの整備率） 
9.7％ 

（92.5％） 

 



【指標の方向性】 

・自然環境や地域の特性を活かし、都市計画マスタープランや農業振興地域整備計画の全体見直しや、景観

計画や立地適正化計画の策定検討を行うことにより、住宅地開発、企業誘致等の規制、誘導を進め、良好な

居住環境を整備します。 

・共創のまちづくりの理念に則り、地域の様々な立場の人が参加して、まちづくりの課題や方向性について

検討します。 

・当面は豊岡公園(総合公園)の整備を推進します。豊岡公園は、自然に親しめる空間として、整備を推進する

とともに、災害時の防災拠点機能を担う公園として、その整備を推進します。また、地域住民と連携し、町内

の公園施設の適正な維持管理に努めるとともに遊具施設の点検を継続して行うことで公園施設の機能保全 

を行います。 

【令和 6 年度 主要実施事業】  

事務事業名 区分 R6 予算額 

木造住宅耐震改修事業 継続 2,000 千円 

高齢者・子育て世帯リフォーム支援事業 継続 1,550 千円 

都市公園（防災公園）建設事業（豊岡公園建設事業） 継続 30,100 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

豊岡公園の園路整備については、防災拠点として機能を発揮する事から国土強靭化５カ年計画（～令和 7 年

度）と絡める形で重点化し整備を促進します。 

 

 

基本事業 5-4-3 景観まちづくりの推進 

【めざす姿】 

快適な住環境を確保するため、景観形成・保全の取り組みを進められている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

景観計画に基づく運用協議会開催数（年間） 策定完了 

【指標の方向性】 

・日出町の美しい自然景観や田園風景、歴史景観などを守り、活用するまちづくりに取り組むため、景観計画

を策定するとともに定期的な協議会を開催することで、適正な運用に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和 5 年度中に景観計画が策定完了の見込であり、令和 6 年度中に日出町景観条例の制定を行います。 

 

  



 

基本事業 5-4-4 空き家対策 

【めざす姿】 

老朽危険家屋の取り壊しが適切に行われ、空き家や空き店舗の利活用が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

老朽危険家屋の除去件数（累計） 14 件 

空き家バンク物件成約件数（H28 以降の累計） 

※数値はいずれも年度末時点 
115 件 

空き家の利活用促進に係る協議会の開催回数（年間） 2 回 

【指標の方向性】 

・火災の危険性や倒壊のおそれなどの安全性の低下、公衆衛生の悪化、景観の阻害等の問題がある空き家

については補助制度を活用した所有者折衝を継続し、年平均２件の除却をめざします。 

・空き家バンクの利用を促進するため、利用登録者及び物件の確保に取り組みます。 

・地域の賑わいを創出するため、関係者を集めた協議会を開催するとともに、先進事例の研究等も参考にし

ながら、空き家・空き店舗等の利活用を進め、目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】  

事務事業名 区分 R6 予算額 

老朽危険空家等除却事業 継続 1,500 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和元年度に行った調査を基に、危険な空き家の所有者及び管理者に対して情報提供を行い、補助金を活

用しながら目標を達成する。 

・適切な予算の確保を行います。 

 

 

基本事業 5-4-5 公営住宅の適正な管理 

【めざす姿】 

町営住宅を適切に維持管理や改善することで入居者が安心して生活できる場所が確保され、住宅ストックの

適正化が行われている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町営住宅入居率 85.0％ 

町営住宅管理戸数 250 戸 

 



【指標の方向性】 

・町営住宅の適正な維持・管理を進め入居率の改善を図ります。 

・長期予測に基づき町が運営すべき適正な住宅管理戸数を算定します。 

・長寿命化によるライフサイクルコストの縮減を図るとともに、民営住宅の活用についても積極的に検討を進

め、管理戸数の適正化とトータルコストの縮減に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】  

事務事業名 区分 R6 予算額 

町営住宅管理事業 継続 31,502 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・日出町公営住宅等長寿命化計画に基づいた計画的な修繕並びに日常点検結果に応じた適切な修繕等を実

施することで、居住性・安全性の向上を図ります。 

・耐用年数を経過した町営住宅（市ノ原、青津山、藤原）の入居者に対し、耐用年数を経過していない町営住

宅等への移転促進を計画的に図るとともに、住宅の用途廃止に取り組むことで、管理戸数の適正化を図りま

す。 

・青津山住宅の建替整備を順次進めていきます。 



5－5 公共交通の充実 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

どこに住んでいても不自由なく利用できるサービス性の高い公共交通網が確立されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町内の公共交通に満足している町民の割合 69.0％ 

コミュニティ交通利用者１人あたりの経費 1,100 円 

【指標の方向性】 

・交通事業者や地域の関係者との連携により、ドアツードア方式のコミュニティ交通の導入等により交通不便

地域等を解消し日常生活に必要な交通ネットワークの確立を図ります。 

・だれもが将来にわたり身近な場所で安心して暮らし続けることができる、便利で優しく、まちづくりと連携

した持続可能な交通ネットワークの構築を目指します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 5-5-1 地域内交通網の充実 重プ② 

【めざす姿】 

将来にわたり、町内のどこに住んでいても不自由なく利用できる公共交通網が確立されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

交通不便地域残存数 0 区 

地域内フィーダー交通年間利用者数 45,000 人 

コミュニティ交通利用者１人あたりの経費 1,100 円 

【指標の方向性】 

・交通事業者や地域の関係者との連携により、ドアツードア方式のコミュニティ交通の導入等により交通不便

地域等を解消し日常生活に必要な交通ネットワークの確立を図ります。 

・だれもが将来にわたり身近な場所で安心して暮らし続けることができる、便利で優しく、まちづくりと連携

した持続可能な交通ネットワークの構築を目指します。 

  



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

コミュニティバス運行事業 継続 15,673 千円 

デマンド型地域公共交通運行事業 継続 22,185 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和 5 年 10 月から運行開始したデマンド交通の利用者増加を図り、引き続き住民周知を徹底します。 

・宝くじ助成を活用し、ハイエース車両を２台（令和５年度）購入することで、バス事業者への委託費を軽減す

るなど、交通体系全体の最適化、スリム化等を具現化していきます 

 

 

基本事業 5-5-2 広域交通網の利用促進 重プ② 

【めざす姿】 

広域交通（JR・幹線系統バス）の利用環境が高まり、多くの町民が通勤・通学等で利用している。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町内 JR 駅平均乗車人員（JR 九州公表資料） 2,350 人 

地域内フィーダー交通と幹線交通の結節点の数 20 箇所 

【指標の方向性】 

・JR九州と連携して各駅のハード・ソフト両面の環境整備を行うとともに、町内交通網の各駅へのアクセス性

を高めることにより、目標の達成をめざします。 

・公共交通機関を使用した町外への移動を容易にするため、町内交通と幹線系統バスの交通結節点を増や

すことにより、目標の達成をめざします。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

公共交通関係振興事業 継続 26,519 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

スクールバスの機能代替（南端地区）や一部民間バス路線をコミュニティバスの定時定路線に置換し、デマン

ドとコミュの複合型公共交通体系の最適化に取り組みます。 

 



政策６ 【人権・協働】 人のつながりを大切にするまちをつくる 

6－1 人権を尊重する社会づくり 

担当課：住民生活課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

町民一人ひとりが人権意識を高めながら、偏見や差別のない人権尊重の社会づくりに主役として参加して

いる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

人権が尊重されていると思う町民の割合 87.0％ 

人権に関する講演会や研修会に参加したことがある町民の割合（累計） 35.0％ 

【指標の方向性】 

・幸福な生活を営む上で、互いの人権が尊重されているという意識は大切な指標です。偏見や差別のない人

権尊重施策の推進に努めます。 

・人権意識を高め、理解を深める機会として、町が進める偏見や差別のない人権尊重の社会づくりに主役と

して参加する町民の増進に努めます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 6-1-1 生涯学習の視点に立った人権教育の推進 

【めざす姿】 

町民の人権意識、学習ニーズに応じた様々な学習機会が提供され、人権尊重意識の定着と人権についての

理解が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町が開催・支援する人権の研修､講演会の開催数（年間) 16 回 

町が開催･支援する人権の研修､講演会の参加者数（年間） 1,000 人 

【指標の方向性】 

生涯学習の視点から、職場や学校、地域や家庭などあらゆる場において人権について正しい理解が深まるよ

うに、体系的に学習する機会を提供し、各種団体との連携に努めます。 

【令和 6 年度 取組方針】 

人権フェスティバルはもとより、より多くのミニ研修等の小回りの利く講演会などを開催します。 



基本事業 6-1-2 あらゆる場における人権教育・啓発の推進 優先 

【めざす姿】 

日常生活の様々な場面で、効果的な人権教育と啓発が図られ、人権尊重意識の定着と、人権についての理

解が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

広報紙・町ホームページでの啓発の回数（年間） 28 回 

特定の職業に従事する者への研修の開催数 8 回 

【指標の方向性】 

・町民が様々な人権課題について誠実な関心が芽生えるように、日頃の生活で人権の大切さの「気づき」に

つながる啓発に努めます。 

・行政職員、教職員、保育施設職員、消防職員、医療関係者、福祉保健関係者、民生委員・児童委員などへの

人権研修の充実に努めます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

人権推進差別解消啓発事業 継続 15,389 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・町ホームページや広報誌の取組をアップデートします。 

・コロナ感染症の終息を想定し、より多くのミニ研修等の小回りの利く講演会などを開催します。 

 

 

基本事業 6-1-3 男女共同参画社会の推進 

【めざす姿】 

固定的な性別役割分担意識が解消に向かい、仕事と生活の調和や、女性の活躍の促進が図られるとともに、

女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた町民の意識が醸成されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

｢男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない町民の割合 69.0％ 

町の審議会等における女性委員の割合 36.0％ 

【指標の方向性】 

・性別に基づく固定的な役割分担意識の解消に向けた広報・啓発に取り組みます。 

・さまざまな分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大を推進します。 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

男女共同参画事業 継続 50 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・広報誌・ホームページに適時掲載します。 

・庁舎内等にポスター・チラシ掲示を行います。 

・啓発ポケットテッシュの配布をおこない、男女共同参画の啓発に努めます。 

・審議会の研修や会合において女性参画の意義を説明し、理解を深めて、女性が参加しやすい環境づくりに

努めます。 

・広報誌や町ホームページにおいても世界情勢における日本の状況を啓発し意識を高めます。 

 



6－2 町⺠とともに創る持続可能なまちづくり 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

若い世代が魅力を感じ、「移住したい。住み続けたい」と思う「ふるさと日出」になっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

まちづくり協議会(推進組織)の設立件数 5 件 

共創のまちづくり支援事業の団体活動支援枠で取組のあった団体数 

（年間） 
5 団体 

【指標の方向性】 

・新たな公共の担い手としての役割を果たす「中間支援組織」としての推進組織等を、小学校区等生活圏で

結びつきが強い区域毎に構築し、新機軸に基づくまちづくり推進や共創の体制づくりに取り組みます。 

・多様な担い手による地域づくりを推進するため、各種の団体の活動を支援していきます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 6-2-1 共創のまちづくりを進める仕組みづくり 重プ① 

【めざす姿】 

持続可能なまちづくりを推進するために、町民意識の醸成、人材育成に必要な情報提供を充実させ、共創の

まちづくりが、町民から認識されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地域課題に向けたワークショップ、講座等の開催数（年間） 3 回 

「共創のまちづくり」について必要と感じている町民の割合 89.0％ 

【指標の方向性】 

人口減少や高齢社会が進行し、単独の集落では地域活動の維持が困難になっている地域も生じていること

から、生活圏において結びつきが強い複数の集落をネットワークで繋げ、互いに補い合うことができる仕組

みの構築を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

自治区・区長会支援事業 継続 31,555 千円 



共創のまちづくり支援事業 継続 1,520 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

本町においては、課題解決型かつ地域自主運営のネットワークコミュニティについて、住民感覚にあまりなじ

みがなく、「地域振興型の取り組み」に住民が参画する手法の方が理解を得やすいのかもしれない、という県

の指摘もあり、当面は「県総合補助金」などの地域振興系の事業を展開し、地域の活性化を模索します。 

 

 

基本事業 6-2-2 町⺠が主体となった地域づくり組織の育成・支援 重プ① 

【めざす姿】 

新たな地域づくり組織の育成に向けて推進体制の強化が図られ、各地区でまちづくり協議会などの地域自

主運営組織の育成が進んでいる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

校区別まちづくり計画の策定数（累計） 5 件 

まちづくり協議会（地域自主運営組織）及び類似組織の設立数（累計） 5 団体 

地域おこし協力隊・集落支援員の配置数 延べ 5 人 

【指標の方向性】 

・誰もがいつまでも安心して暮らすことができる地域社会をつくるために、これまでの既存組織を「ヨコ」に

つなぎ、「共創のまちづくり」を推進します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

地域おこし協力隊事業 継続 3,780 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

おおむね小学校区での課題解決のためのネットワーク化というのは、本町の場合は一体感の醸成等が難し

いとの指摘を県より受けており、課題解決（持続可能な地域づくり）よりも振興施策（新たな魅力創造など）

推進の方が有効であるのか、多様な主体の意見等も分析の上、方向性・手法等を可視化します。 

 

 

基本事業 6-2-3 多様な担い手による地域づくりの推進 

【めざす姿】 

地域外の方による新たな視点や若者の行動力による地場産品の開発、ＰＲに加え、既存の団体が取り組む活

動をリニューアルされ、地域が活性化している。 

 



【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

高校・大学・企業等との連携事業数（年間） 3 事業 

共創のまちづくり支援事業の団体活動支援枠で取組のあった団体数 

（年間） 
6 団体 

【指標の方向性】 

町民が主体的に地域課題の解決に取り組むため､公的不動産、民間施設等も含めた地域資源や多様な人材

を活用し､地域の実情に合った解決への取り組みを支援します。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

エニワン・ウェルカム・タウン推進事業 継続 5,610 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

令和４～６年度は地域再生計画の採択を受けており、エニワン・ウェルカム・タウン推進事業として情報発信

等も含めて、 大学連携プラットフォームや地域振興団体など、多様な担い手による地域づくりを推進してい

きます。 

 

 

基本事業 6-3-4 「公共私」連携と「公」の広域化の推進 

【めざす姿】 

地域を基盤とした新たな「共」の役割を担う組織・団体等の結びつきが強化されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

地域課題の解決のために官民が連携した取り組みの数（累計） 5 事業 

他市町村との広域連携に基づく新たな取り組みの数(累計) 5 件 

【指標の方向性】 

地域で活動する多様な主体（自治会、ＮＰＯ､企業等）が参画する協議の場（プラットフォーム）を通じ連携・協

働する環境を整備し、まちづくりや地域福祉など、地域の暮らしを守る取り組みを支援します。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・公共施設予約システムの更新作業が R5 から R6 にかけて実施される（実働開始は R6 中を予定）。公共施

設予約システムの利用者は本町においても多いので、少しでも扱いやすく利用者の満足度向上に繋がるも

のを選定していきます。 

・幹事会などでも新規取組に繋がるような案を積極的に提起していくようにします。 



6－3 移住・定住施策の推進 

担当課：まちづくり推進課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

若い世代が魅力を感じ、「移住したい。住み続けたい」と思う「ふるさと日出」になっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

移住促進策による移住者数（年間） 65 人 

人口の社会増加数（年間） 160 人 

【指標の方向性】 

・魅力のあるまちづくりに取り組み、補助金の活用（転勤･就学等での移住を除く）での転入者増加を目指し

ます。 

・移住希望者・町民に「住みたい」「住み続けたい」と感じていただくため、あらゆる施策分野において、人口

の社会増加につながる対策を講じます。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 6-3-1 情報発信と移住支援体制の強化 

【めざす姿】 

ホームページやガイドブックなどを活用した町外への情報発信や、移住希望者からの相談体制の整備が進み、

移住体験施設・ツアー構築、移住者の居住の受け皿となる空き家バンクの物件が充実することで、日出町に

移住する若者が増えている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町 HP 年間閲覧数（移住・空き家バンク情報） 39,000pv 

移住促進施策による年間移住者数 65 人 

空き家バンク物件登録件数（累計） 135 件 

空き家バンク成約件数（累計） 115 件 

空き家の利活用促進に係る協議会の開催件数（年間） 2 回 

【指標の方向性】 

・都市圏からの移住希望者や UIJ ターン促進に向けた情報発信を強化するため、町 HP や SNS、また各種



メディアを活用した情報発信を行うとともに、オンライン移住相談などアフターコロナを見据えた移住支援

体制を構築します。 

・空き家バンクの利用を促進するため、利用登録者及び物件の確保に取り組みます。 

・地域の賑わいを創出するため、関係者を集めた協議会を開催するとともに、先進事例の研究や町内ロール

モデルの発信により、空き家・空き店舗等の利活用を進め、目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

移住・定住促進事業 継続 9,113 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

社会的に孤立している方々への移住相談にも丁寧に取り組みます。なお、居住支援（住宅セーフティーネット）

の推進にも、町内不動産事業者・法人等と連携して取り組んでいきます。 

 

 

基本事業 6-3-2 「しごと」を創出し、「ひと」を誘致する 

【めざす姿】 

町内事業者に対する支援、雇用の場を創出する企業誘致の推進、地域資源を活用した観光振興などの取り

組みが進み、移住希望者・町民が、「住みたい」「住み続けたい」と感じるまちになっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町内事業所数（累計） 1,200 件 

雇用創出数（累計） 400 人 

人口の社会増加数（年間） 160 人 

【指標の方向性】 

・ハローワークの求人情報や県内企業情報誌等を積極的に活用し、UIJ ターン者への情報提供に努め、定住

促進につなげます。 

・産業振興や企業誘致に取り組むことで安定的な雇用を創出し、町外からの転入を促すとともに、転出を抑

制します。 

【令和 6 年度 取組方針】 

・令和４年度に実施した空き店舗調査の結果を元に地図などを作成し、創業スクール受講者等に対して情報

提供するとともに活用を促します。 

・中心商店街で創業した方を対象としたワークショップを行います。 

 

 

 



基本事業 6-3-3 日出町のファン獲得 重プ① 

【めざす姿】 

ふるさと寄附金の推進ならびに SNS を活用した町の魅力発信を行うことにより、日出町のファン（寄附者お

よびフォロワー）獲得につなげている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ふるさと寄附金の寄附件数（寄附金額） 
38,000 件 

（9 億円） 

町公式 SNS フォロワー数 9,500 人 

【指標の方向性】 

・ふるさと寄附金を推進し、町を応援してくれる「関係人口」の創出・拡大に努めるとともに、返礼品となる地

場産品の掘り起こしを行い、産業振興につなげていきます。 

・SNS を活用した町の魅力発信を効果的に実施することにより、フォロワーの獲得にもつなげていきます。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

ふるさと寄附金事業 継続 349,435 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

エニワン・ウェルカム・タウン推進事業において事業費の多くをプロモーション経費に充当しているため、エッ

ジの効いた情報発信にも取り組み、SNS フォロワー数（関係人口、本町のファン等）の獲得による地域づくり

を推進します。 

 



政策７ 【行財政運営】 生活に役立ち信頼される行政をつくる 

7－1 効率的で効果的な行政運営 

担当課：総務課、政策企画課等 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

職員一人ひとりが経営意識をもって仕事に取り組むことによって、費用対効果の高い行政サービスが展開

されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

総合計画 (各施策の成果指標）の向上割合 (対前年度値） 77.5％ 

全施策の町民満足度平均 1.80pt 

【指標の方向性】 

・行政評価の結果を改善につなげるＰＤＣＡサイクルの実施を徹底することで、達成率の向上を図ります。な

お、社会情勢の変化等により指標に変更の必要が生じた場合、取組み及び目標指標を随時見直ししていきま

す。 

・町民アンケートの結果で重要度が高いにも関わらず満足度が低い施策を重点的に推進することで町民満

足度の向上を目指します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 7-1-1 経営感覚のある行政運営 

【めざす姿】 

ＰＤＣＡサイクルが確立され、成果志向型での行政経営が推進されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

後期基本計画（基本１００事業）の評価実施割合 100％ 

行政評価の結果を次年度に反映した基本事業の割合 97.5％ 

基本事業の目標指標の向上割合（対基準値） 77.5％ 

国県等補助事業の活用割合（補助事業数/全事業数） 38.0％ 



業務最適化計画に位置付けられた取組の進捗度 （R7 までに）100％ 

【指標の方向性】 

・毎年度、全基本事業の事務事業評価を実施することで PDCA サイクルによる改善を図ります。 

・行政評価の結果を町政推進指針にまとめ、予算編成や人事評価に反映する仕組みを確立させることで職

員の「成果指向」の意識を高めます。 

・行政評価の手法として、外部評価を取り入れることで、町民ニーズを正確に把握し、事務事業の有効性や効

率性を適宜見直すことで成果向上を図ります。 

・競争資金や地方創生推進交付金、交付税制度等の活用を積極的に研究することで財源の確保に努めます。

併せて、全庁的な業務改善計画を策定し、民間サービス・民間技術の活用をより多くの分野で進め、機構の

見直し等を実施し組織・人員の最適化を図ります。 

 

 

基本事業 7-1-2 デジタル行政の推進 優先 

【めざす姿】 

ＩＣＴの活用で、行政サービスの利便性が向上するとともに、申請情報のデジタル化と併せ基幹システム等関

連システムの環境整備を行うことによって事務処理の効率化が進められている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

マイナンバーカード交付率 80.0% 

電子化した行政手続き数 110 手続き 

電子申請による行政手続きの年間申請件数 14,000 件 

DX 推進計画に位置付けられた取組の進捗度 75.0％ 

【指標の方向性】 

・マイナンバーカード利活用事業の実施やカード交付体制の充実を図り目標達成を図ります。 

・町民ニーズの高い行政手続きの電子化と併せ、町公式 SNS 等を活用したプッシュ型通知サービスや証明

書類のコンビニ交付等、町民目線に立った利用環境の整備により目標達成を図ります。 

・行政事務のさらなる効率化を図るため DX 推進計画を策定し、効果の大きなものから順次実行していきま

す。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

DX 推進事業費 拡充 15,447 千円 

個人番号カード交付事務事業 継続 12,161 千円 

コンビニ交付サービス事業（戸籍住民基本台帳費） 継続 1,155 千円 



基本事業 7-1-3 広域行政の推進 

【めざす姿】 

広域連携方式が積極的に検討、推進され、町民サービスが効率的、効果的に提供されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

大分都市広域圏連携事業の実施数（特別交付税措置対象事業：累計値） 4 事業 

国東半島地域広域連携促進事業の実施数（累計値） 1 事業 

【指標の方向性】 

・周辺自治体と、人口減少などの行政を取り巻く多くの課題を共有するとともに、広域によるスケールメリッ

トを生かした施策展開と事務の効率化をめざします。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

大分都市広域圏連携事業 拡充 879 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・大分都市広域圏で運営している公共施設予約システムが更新され、R6年度中に稼働開始となります。同予

約システムの利用者は本町においても多いので、少しでも扱いやすく利用者の満足度向上に繋がるシステム

運営をめざします。 

 

 

基本事業 7-1-4 町民から信頼される職員と効率的・効果的な体制づくり 

【めざす姿】 

業務が迅速かつ的確に遂行され、説明責任が果たせる効率的機能的な組織体制となっており、職員の自発

的な取り組みと組織的な育成が相まって、職員全体の力量が高まっている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

職員全体の接遇が適切だと思う町民の割合 85.0％ 

大分県や自治大学校、民間企業などへの派遣研修や人事交流の実施 2 人 

職員の仕事における満足度 80.0％ 

年次有給休暇が５日未満だった職員（新採用職員等除く。正規職員のみ）

（削減目標） 
25 人 

超過勤務が月４５時間超又は年３６０時間超に該当する職員（削減目標） 15 人 

 



【指標の方向性】 

・窓口や電話対応の改善が図られているか町民アンケートにより点検を行います。 

・勤務能率の発揮及び増進のために研修の充実を図るとともに、人脈の構築や経営感覚等幅広い視野を持

った職員の育成に繋げます。 

・職員の仕事における満足度の向上は、町民サービスの向上につながり、ひいては町民の役場に対する満足

度の向上に繋がるため、職員の働きがいのある職場環境の改善に努めます。 

・機構改革や適材適所の人員配置、アウトソーシングやＩＣＴ等を活用した業務の省力化など効率的且つ効果

的な体制整備を図るとともに、全庁的な働き方改革を進めることにより、目標の達成を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

日出町職員人材育成事業 継続 707 千円 

【令和 6 年度 取組方針】 

・職場における育成、研修における育成、自己研鑽の支援。この３つの育成手法を組み合わせ、計画的かつ効

果的な人材育成を図ります。 

・行革推進プランにおいても人材マネジメントは最重要の取組として位置づけられており、（R5 に改訂予定

である）人材育成基本計画に基づき、適切な人材育成を実施します。 



7－2 効率的で効果的な行政運営 

担当課：財政課等 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

人口減少、少子高齢化社会に対応し、安定的な財政運営を堅持している。 

【指標と目標値】 

指標名 R6 目標値 

財政調整基金残高（Ｒ７年度末） 12.0 億円 

町債残高（一般会計分で臨財債を除く） 51.5 億円 

【指標の方向性】 

・歳入確保・歳出削減の両面において取組みを進め、目標額１２億円（標準財政規模の約２割）の達成を図り

ます。 

・地方債の効果的な活用に努めるとともに実質借金を抑制し、プライマリーバランスの健全化を図ります。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 7-2-1 税収等による歳入確保 

【めざす姿】 

税や使用料等の収納率が向上するとともに、ふるさと納税制度の活用がすすみ積極的な歳入確保が図られ

ている。 

【指標と目標値】 

指標名 R6 目標値 

町税収納率 99.0％ 

町営住宅使用料収納率（現年度分） 98.0％ 

給食費収納率（現年度分） 99.7％ 

ふるさと納税額（年間） 9 億円 

【指標の方向性】 

・町税の収納率向上を図るために、滞納処分を適切に実施するとともに、納税環境の整備を促進します。 

・使用料や手数料等については、適正な受益者負担基準に基づき、料金を設定するとともに、滞納者への督

促等に努めることで成果向上を図ります。 

・地場産業を活性化し、更なる寄附金の増額を推進するため、ポータルサイトの見直しやプロモーションの拡

充、返礼品の充実により目標の達成を図ります。 



【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

企業版ふるさと納税マッチング支援事業 新規 1,320 千円 

 

 

基本事業 7-2-2 健全な財政運営の推進 優先 

【めざす姿】 

社会情勢や町民ニーズの変化を踏まえた事務事業の点検と効果的な予算配分が行われ、歳入規模に見合っ

た適正な財政構造が確立され、災害等の緊急時に備えるための基金が適切に確保されている。 

【指標と目標値】 

指標名 R6 目標値 

経常収支比率 95.0％ 

減債基金残高 5 億円 

財務諸表閲覧数（町 HP） 450pv 

【指標の方向性】 

・PDCA サイクルを不断に実行することにより義務的経費の縮減に努め財政健全化を図ります。 

・中長期的な財政予測を基に基金を積み増し、元利償還金の平準化に努めます。 

・町の財政状況を多様な媒体により町民にわかりやすく開示することで目標の達成を図ります。 

 

 

基本事業 7-2-3 公共施設等のマネジメントの推進 

【めざす姿】 

公共施設等での町民サービスを継続するため、計画的な施設改修・更新の財源確保及び改修が行われてい

る。 

【指標と目標値】 

指標名 R6 目標値 

個別施設計画策定数 （累計） 15 施設 

ライフサイクルコストに基づく適切な施設使用料が設定されている 

施設数 (累計) 
11 施設 

【指標の方向性】 

・個別施設計画に基づいてライフサイクルコストの平準化・最小化を図ります。 

・統一的な公共施設の受益者負担に関する基本方針及び実施方針を策定し、料金改定を図ります。 

 



【令和 6 年度 主要実施事業】  

※施設維持管理費とソフト事業費等が一体化している事務事業は、他の体系分野に重複して登載している

場合がある。 

事務事業名 区分 R6 予算額 

交流ひろば HiCaLi 管理運営事業 【総務課】 継続 25,991 千円 

コミュニティセンター管理運営事業 【総務課】 継続 879 千円 

保健福祉センター管理費 【介護福祉課】 継続 27,380 千円 

暘谷駅管理運営事業 【都市建設課】 継続 8,221 千円 

公園管理費 【都市建設課】 継続 48,179 千円 

パークゴルフ場管理運営事業 【都市建設課】 継続 8,676 千円 

幼稚園・小・中学校管理事業（計 12 事業） 【教育総務課】 継続 250,078 千円 

学校教育施設改良事業【教育総務課】 新規 4,000 千円 

川崎小学校長寿命化事業【教育総務課】 新規 40,000 千円 

大神中学校エレベーター設置事業【教育総務課】 新規 51,500 千円 

中央公民館費 【社会教育課】 継続 38,518 千円 

地区公民館費 【社会教育課】 継続 9,935 千円 

体育施設管理費 【社会教育課】 継続 17,566 千円 

社会教育施設長寿命化事業 【社会教育課】 継続 68,336 千円 

帆足萬里記念館等管理費（文化財保護費） 【社会教育課】 継続 6,538 千円 

社会体育施設機能向上事業【社会教育課】 新規 2,500 千円 

学校給食センター施設維持管理事業 【学校給食センター】 継続 9,256 千円 

図書館運営費 【町立図書館】 継続 109,262 千円 

  



基本事業 7-2-4 国⺠健康保険・介護保険制度と下水道事業（企業会計）の健全運営 

【めざす姿】 

独立採算の原則に基づき、財源の確保と事業運営の効率化が図られ、保健・介護事業や上下水道事業が安

定的に運営されている。 

【指標と目標値】 

指標名 R6 目標値 

ジェネリック医薬品使用率（国保・年間） 80.0％ 

国民健康保険税収納率（現年度分） 94.5％ 

被保険者１人当たり医療費（現年度分） 439,000 円 

介護保険料現年分収納率（現年度分） 99.3％ 

被保険者１人当たりの介護給付費 （年間） 329,000 円 

下水道企業会計への一般会計繰出金（年間） 271,688 円 

【指標の方向性】 

・ジェネリック医薬品の使用促進に係る周知啓発を推進し、医療費の抑制を図ります。 

・町税の収納率向上を図るために、滞納処分を適切に実施するとともに、納税環境の整備を促進します。 

・１人当たり医療費は毎年増加傾向にありますが、医療費適正化事業を実施することにより、医療費の伸び

を抑えます。 

・滞納者への督促等に努めることで収納率向上を図ります。 

・介護予防推進、自立支援型ケアマネジメントの推進、適正なサービス利用・提供等により、給付額の伸びを

抑制します。 

・一般会計繰出基準に基づく基準外繰出金の解消はもとより、経営の効率化を行うことで基準内繰出金につ

いても抑制を図ります。 



7－3 戦略的な情報発信 

担当課：政策企画課 

■施策の指標・方向性 

【めざす姿】 

行政情報が適正に町民に伝わり、町民の意見を聴く機会が確保されて行政情報が共有されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

必要な町政情報を得ることができていると思う人の割合 95.0％ 

【指標の方向性】 

多様な媒体や機会を通じて、行政情報などの発信を行うとともに、町民の意見を積極的に聴き、町民との情

報共有を促進します。 

 

■基本事業の取組方針 

基本事業 7-3-1 広報活動の充実 

【めざす姿】 

主力媒体である「広報ひじ｣「町 HP」の充実と併せ、マスメディアやＳＮＳ、スマートフォンアプリなども活用し

ながら、様々な方法で情報を発信できている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

「広報ひじ｣ 読者アンケートの全体満足度 (５段階評価) 100％ 

１日当りの町ＨＰ閲覧数（年間） 3,500pv 

町公式 SNS のフォロワー数 9,500 人 

【指標の方向性】 

・読者アンケートをもとに「広報ひじ」の掲載内容の充実を図ります。 

・掲載内容の充実、アクセシビリティの改善、HP からの行政手続きの電子申請サービス等の充実を図ること

により目標達成を図ります。 

・多様な媒体や機会を通じて、行政情報や町の魅力を発信し町民との情報共有を図ります。 

【令和 6 年度 主要実施事業】 

事務事業名 区分 R6 予算額 

文書広報費 拡充 14,007 千円 

 



基本事業 7-3-2 広聴活動の充実 

【めざす姿】 

様々な方法によって町民が意見を伝える機会が確保され、町民の意見が町政に反映されている。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

町 HP｢問い合わせフォーム｣による意見投稿数（年間） 175 件 

行政懇談会の開催数（年間） 3 回 

町政モニターを活用し意見募集した件数（年間） 5 件 

【指標の方向性】 

・町 HP や意見箱、広報誌等を活用し、町民が町政に関していつでも意見を出せるよう環境整備を図ります。 

・地域や団体との懇談会、各種計画策定時のワーキンググループ開催等を通じて町政への町民意見の反映

を図ります。 

・町政モニター制度を有効に活用し町民意見を町政に反映していきます。 

 

 

基本事業 7-3-3 戦略的なタウンプロモーションの推進 優先 

【めざす姿】 

町民や関係組織との連携により、本町の多彩なプロモーション活動が取り組まれている。また、ターゲットを

明確に想定した戦略に基づき、「まちのいろ」（町の魅力）を効果的に PR していくための事業が展開されて

いる。 

【指標と目標値】  

指標名 R6 目標値 

ハッシュタグ「#日出町」が付いた SNS での投稿数 

（Instagram、Twitter）（累計） 
50,000 件 

町の魅力を掘り下げブラッシュアップするためのセミナー開催数（累計） 4 回 

【指標の方向性】 

・ハッシュタグ「#日出町」を付け SNS に投稿するという行為は「日出町のことを誰かに知ってもらいたい」

という投稿者の意思（地域推奨意欲）の表れであり、これを増やしていくことを１つの目標として各種プロモ

ーション事業に取り組みます。 

・戦略的なタウンプロモーションを実施していくために、町民等を対象としたセミナーを開催し、町の魅力の

ブラッシュアップに取り組んでいきます。 


